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●概念的で理解しにくい精神分野を，より充実した図表・イラストに
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●最新のDSM-5-TR に準拠した記述で，精神疾患の最前線を学べます。
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●構成を見直し，精神疾患・精神看護の概観から発展までを，より
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●全体の記述をアップデートし，疾患の治癒にとどまらない，
「パーソナルリカバリー」をより重視した内容となっています。
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ご挨拶

日本精神保健看護学会第36回学術集会・総会の開催にあたって 
日本精神保健看護学会第36回学術集会

会長　守村　洋
（札幌市立大学）

この度、日本精神保健看護学会第36回学術集会・総会を北海道札幌市で開催することになりました。
北海道での開催は、第15回「変容する精神保健問題への看護職のチャレンジ」（2005年）、第27回
「“語り”の後の精神保健看護を語り合う」（2017年）に続き、今回で3回目となります。 
精神疾患やそれに関連するメンタルヘルスの問題、さらに地震や洪水などの自然災害や非人道的
な虐待等と表裏の関係にあるメンタルヘルスの問題は、昨今の社会において喫緊の課題となって
おります。私たち精神保健看護に携わる者として放っておくことはできません。このような時代
だからこそ、自分自身も含めて頑張ろうとエールを送りたく、大会テーマを「けっぱれ！精神保健
看護　～今こそ開拓のとき～」としました。“けっぱれ”とは北海道弁で「頑張れ」という意味になり
ます。北海道は約150年前に屯田兵により開拓された歴史の浅い土地です。改めて精神保健看護を
拓き、全ての人に“けっぱれ”を届けられると考えております。 
学術集会では多くの演題をエントリーしていただき、ワークショップ35件、一般演題141件は、
ここ数年で最大規模となりました。また、大会テーマ「けっぱれ！精神保健看護　～今こそ開拓
のとき～」に関連するプログラムを多数準備いたしました。そして、精神保健および福祉の普及
啓発活動の一環として、札幌市内の障害福祉サービス事業所に、ランチョンセミナーのお弁当準備に
協力していただいております。さらに地域で働く障がいのある方々と市民および学術集会参加者が
自然な交流を行う機会を目的としたイベント「～こころつながる～けっぱれマルシェ」も開催い
たします。 
開催時期は日本列島どこも猛暑あるいは酷暑の時期となりますが、開催地札幌市はとても快適な
避暑地となります。また、北海道グルメである美食は敢えて説明の必要はありません。ぜひ多くの
皆さまにご参加いただき、こころと身体をリフレッシュし、アカデミックな交流とディスカッション
ができることを期待しております。 
多くの方がご参加されることを楽しみにお待ちしております。 
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参加者へのご案内 
1. 参加受付について

1）受付時間・場所

日時 受付時間 受付場所
7月 18日（土） 9：15 ～ 17：00 札幌市教育文化会館

1階　大ホールホワイエ 7月 19日（日） 9：00 ～ 16：00 

・ 本学術集会の参加登録はWEB上の参加登録フォームで行います。当日の受付へのお立ち寄りは不要
です。 

・ 参加登録でお支払いが完了時に自動送信される内容確認メールにてネームプレート・領収書がダウン
ロード可能となります。また、参加証明書は学術集会終了後にダウンロードが可能となります。 

・ ネームプレートは事前に各自ダウンロード、プリントアウトしてご準備ください。１階大ホールホワ
イエの受付記名台に設置のネームカードホルダーに入れ、会場内では常に携帯してください。なお、
ネームプレートの事前印刷が難しい場合には、総合受付にお越しください。 

・ 学会当日もWEBでの参加登録を継続しておりますが、クレジット決済が難しい方は当日総合受付に
て現金でお支払いください。 

・ 病院寄付特典でご参加の場合は別途お送りする案内をご参照してください。 

2）懇親会について 

7月 18日（土） 18：50～ 20：20 6,000円（税込） 北海道庁舎旧本庁舎（赤れんが庁舎） 
ホールA・ホールB 

・ 懇親会については、懇親会参加登録よりお申込ください。当日空きがある場合のみ、総合受付にて、
当日受付をいたします。なお、その際は現金支払いのみとなります。 

◎北海道庁旧本庁舎（赤れんが庁舎）ホールA・ホールB 
　住所　札幌市中央区北 3条西 6丁目 1番地 
　Tel：011-206-8390 
　公式サイト：https://www.hokkaido-redbrick.jp/
 

2. クロークの利用について 
・ クローク（1階大ホールホワイエ奥）にて手荷物をお預かりいたします。お荷物は出来る限りまとめ
ていただきますようご協力をお願いいたします。なお、貴重品などはお預かりできません。 

・ 保管の責任は主催者では負いかねますので、あらかじめご了承ください。

クローク場所 7月 18日（土） 7月 19日（日）

1階　大ホールホワイエ奥 9：15～ 18：00 9：00～ 17：10 
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3. ワークショップについて  
1）WEBから事前参加申込をされた場合
・ 開催時刻前になりましたら、各ワークショップ会場にお越しください。その際に、申込み時に自動返
信メールとして届いたワークショップ参加登録確認メールをご提示ください。 

・ なお、開始時間から 5分を過ぎてもご来場されない場合は、キャンセルとみなされますことをご了
承ください。 

2）当日参加受付について 
・ 対象は満席に達していないワークショップです。初日に 1階小ホールホワイエ「WS当日参加受付」
前で残数を掲示します。 

・ ワークショップ当日申し込みは、7月 18日（土）9：15～ 14：30、7月 19日（日）9：00～ 14：00
の間に受け付けます。各WSの開始 30分前までに、1階小ホールホワイエ「WS当日参加受付」に
てお申込みください。 

・ 「WS当日参加受付」にあるWS当日参加受付名簿を記入し、WS当日受付票を受け取って下さい。 
・ 先着順に受付し、定員になり次第受付を終了いたしますので、ご了承ください。 
・ なお、開始時間から 5分を過ぎてもご来場されない場合は、キャンセルとみなされますことをご了
承ください。 

・ 各WSの開始 30分前より後に参加を希望される場合は、WS 開始 10分前に会場に行って、代表者
または共同企画者と直接交渉してください。

4. ランチョンセミナーについて（事前申込み）  
本大会におけるランチョンセミナーについては事前申込みが可能です。 

◎ランチョンセミナー事前申込フォーム
・事前申込開始日：6月 26日（金）正午～　締切日：7月 10日（金）正午（定員に達した時点
で事前に終了します） 

・事前申込は「ランチョンセミナー事前申込フォーム」からお申込みください。 
・事前申込み締切後にお弁当の残数がある場合は、当日ランチョンセミナー受付にてチケット
配布を行います。 

・ランチョンセミナーのお弁当申込は先着順とし、各セッション数量に達し次第終了します。 
・ランチョンセミナーご参加につきましては、事前申込が定員に達した場合でも、当日お席に
余裕があれば聴講いただけます。お弁当の持ち込みは可能です。 

・ 当日は開演時間 15分前より各会場前の受付で弁当を配布します。事前申込みの際の自動返信メール
をご提示ください。 

・ 開演後 5分を過ぎますと事前申込はキャンセルとみなされますので、ご注意ください。

日程 セッション名 タイトル 共催 会場 定員 

7月 18日（土）
12：10～
13：10

ランチョン
セミナー１

地域のニーズに対応
した当院の認知症医
療について 

～看護との協働と訪
問診療による地域連
携を中心に～ 

医療法人　勉仁会
中垣病院

メインホール
（大ホール） 200

7月 18日（土）
12：10～
13：10

ランチョン
セミナー２ 

全般不安症（GAD）
治療におけるイフェ
クサーの臨床的意義

と有効性 

ヴィアトリス製薬
合同会社

第１会場 
（小ホール） 80
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日程 セッション名 タイトル 共催 会場 定員 

7月 19日（日）
11：40～
１2：40

ランチョン
セミナー３

看護実践力と経営力
は違うのか！？ 
～訪問看護ステー
ションの経営者二人
が語り合うリアル～ 

NPO精神医療サポー
トセンター・訪問
看護ステーション
いしずえ

精神医療サポート
センターホール
ディングス株式会社 

株式会社ここから 

三昌商事株式会社 

メインホール
（大ホール） 115

7月 19日（日）
11：40～
12：40

ランチョン
セミナー４ 

新しい抗うつ薬
「ザズベイ®」がもたらす

うつ病治療の
新展開 

塩野義製薬
株式会社 

第１会場 
（小ホール） 80

 
◎当日受付について 
・ 事前申込み締切後にお弁当の残数がある場合は、当日ランチョンセミナー受付（大ホールホワイ
エ）にて、当日申込としてチケット配布を行います（先着順、お一人につき一枚ずつ配布）。 

・ 当日申込時間は、7月 18日（土）9時 15分～ 12時 15分、7月 19日（日）9時～ 11時 45分
となります。 

・ 開演時間 15分前より各会場前の受付で弁当を配布します。チケットをご提示ください。なお、
紛失された場合、再発行はいたしません。 

・ 開演後 5分を過ぎますと当日申込はキャンセルとみなされますので、ご注意ください。 
・ キャンセル待ちをご希望の方は、開演時間後、当日ランチョンセミナー受付（大ホールホワイエ）
にてご確認ください。

◎ランチョンセミナーのお弁当について
・ ランチョンセミナーでは北海道の障害福祉サービス事業所が提供する弁当を準備しております。
利用者の方々が心を込めて調理した弁当を通じて、障害福祉の現場と参加者の皆様とのつながり
を大切にしたいという趣旨で実施しています。 

・ 各事業所で弁当の製作数に限りがあるため、各セッションにどの事業所の弁当が提供されるかは、
事前にお知らせできません。また、同一セッションで複数の種類の弁当が提供される場合もござ
います。あらかじめご了承ください。 

・ 以下の事業所から弁当をご提供いただきます。各事業所の理念や活動についてさらに詳しく知り
たいという方は、ぜひ各事業所のホームページもあわせてご覧ください。
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事業所名 弁当名 お弁当の紹介

医療法人社団健心会　
ソエル 

http://soel-soen.com/ 

h t t p s : / / w w w .
instagram.com/soel.
soen/ 

７月 18日（土） 

ソエルの彩り弁当 

私たちは、医療法人が運営する就労事
業所を桑園で活動しています。社会と
障がいの垣根を越えて、“ 働く全ての
人たちの心身の健康とパフォーマンス
をサポートする食事 ” の提供を目指し
ています。今回ご提供するお弁当は､
この猛暑を乗り切れるように２５ｇ以
上のたんぱく質と１３０ｇ以上の野菜
を摂ることが可能です。道産食材を極
力使用し、お米は今金町の農家から、
卵は栗山町の農場から取り寄せていま
す。北海道を感じられる主菜と不足し
がちな栄養を美味しく取り入れられる
５種の副菜を準備いたしました。 

NPO 法人リカバリー　
就労継続支援 B型事業
所 トラヴァイユ・それ
いゆ 

https://npo-recovery.
org/ 

7月 18日（土） 
①ショートパスタボロ
ネーゼ弁当～ファーム
の朝採れ野菜サラダ付
き 
②まるごと北海道弁当
～北海道の素材をふん
だんに使った幕の内弁
当 

7月 19日（日） 
①道産野菜のペペロン
チーノ風弁当～桜姫の
から揚げ付き 
②まるごと北海道弁当
Part.2～北海道の素材
をふんだんに使った幕
の内弁当 

NPO法人リカバリーは、さまざまな被
害体験を背景に病気や障害に苦しむ女
性への援助を目的に立ち上がりました。
就労継続支援 B型事業所「トラヴァイ
ユ・それいゆ」では、自分たちで育て
たファームの野菜を、運営する「Café 
soleil」で調理し食するという小さな循
環を通し、“ 安全な食で得られる心身
の安定 ” をめざしています。ファーム
の野菜と道産食材たっぷりの心と身体
に優しいお弁当です。ぜひご賞味くだ
さい！

NPO法人きなはれ　
白石障がい者就労セン
タースカイ 

https://sky.kinahare.
info/ 

7月 18日（土） 
初夏の北海道満喫弁当
（洋風） 

7月 19日（日） 
初夏の北海道満喫弁当
（和風） 

一般就労に向けて日々訓練に励む障が
いのある方々とともに、今が旬の北海
道野菜と北海道豚肉を中心に、手作り
にこだわり、真心を込めて調理いたし
ます。 
お味噌は当店特製の手作り味噌を使用
し、素材の味を大切に、やさしい味わ
いに仕上げております。ぜひご賞味く
ださいませ。 
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5. 飲食について  
・ 会場付近には昼食をとれるお店の数が少ないので、お弁当等を持ち込んで休憩室（4階ギャラリー）
で飲食いただいてもかまいません。 

・ なお、その他の会場は主催者が準備する飲食物のみ可能ですが持ち込み弁当は不可となります。 
・ 会場内で飲食をされる際に出るごみは、必ずお持ち帰りください。 
・ 当日は市民公開イベントとして、～こころつながる～けっぱれマルシェを開催します。菓子類なども
販売予定ですので、学会参加者の皆様もぜひご利用ください。 

・ 本学術集会は「北海道エコイベント指針」に則り、マイバック・マイボトルの持参を推奨しておりま
す。

6. 学会総会について 
・ 7月 18日（土）16：40～ 17：40、メインホール（大ホール）第 1会場（ホール）にて学会総会を
行います。 

・ 会員はご出席ください。

7. 会場内でのお願い  
・ 会場内ではネームプレートの着用をお願いいたします。 
・ 敷地内は禁煙です。 
・ 会場内にWi-Fi はございません。抄録集やプログラムは、事前のダウンロードや印刷をお勧めいたし
ます。 

・ 講演・発表等のビデオ・写真撮影（カメラ付携帯電話を含む）・録音はご遠慮ください。 
・ 携帯電話は電源をお切りになるか、マナーモードでご使用いただき、発表会場内での通話はご遠慮く
ださい。 

・ 学術集会で使用していない部屋には立ち入らないでください。また、話し声などが他の利用者の迷惑
とならないようにご注意ください。 

・ 北海道エコイベントの指針に則り、会場での紙媒体によるポスター掲示やチラシ等の配布はいたしま
せん。無断でのチラシの配布や壁、扉への貼紙はご遠慮ください。
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8. 企業個室展示について 
・ 企業展示は、3階研修室を使用した個室での展示形式を予定しております。ぜひお立ち寄りください。 

日程・場所 企　画 企画内容

7月 18日（土）
10：00～ 16：00　 
研修室 303 

エーザイ株式会社　 
エコナビスタ株式会社 

展示する商品は、睡眠解析技術をベースに
した SaaS 型高齢者見守りシステムです。 
ベッドのマットレスの下に敷く「AI 搭載
Sleep Sensor」が睡眠、体動、心拍、呼吸デー
タを取得。各種センサー・機器のデータと
あわせてAI が解析し、申し送りなどもサ
ポートします。また、取得したセンサーデー
タから睡眠・生活習慣を可視化することで、
転倒・転落事故などの予兆を見つけます。
これにより転倒・転落事故や夜間の排泄ト
ラブルを軽減し、スタッフの負担軽減にも
つながります。 
※ SaaS 型：利用者は、サービス提供者が
クラウド上で運用するソフトウェアをイン
ターネット経由で利用する形態のこと。 
開催時間内であれば、自由にご覧いただけ
ますので、ぜひお気軽にお立ち寄りくださ
い。 
また、当企画では、お茶菓子をご用意して
皆様のご参加をお待ちしております。お茶
菓子は 40名様分をご準備しておりますの
で、数に限りがございます。あらかじめご
了承ください。 

7月 19日（日）
10：00～ 16：00　 
研修室 303 

三昌商事株式会社 【ティータイムセッション】
・第 1回目 11：00　　 
・第 2回目 13：30　 

受付は当日、会場にて行います。各回先着
20名となります。なお、先着 20名の皆様
には、お茶菓子をご用意しております。 

セッションテーマ：「非接触センシング技
術で “ なんとなく ” の観察を、“ 共有でき
る気づき ”に変える」 

「生活リズムの見える化は、精神保健看護
に新たな視点をもたらすのでしょうか。」
非接触センシング技術を活用し、施設・在
宅やWi-Fi 環境の有無を問わず、24時間
の生活リズムを継続的に把握できる見守り
支援機器を展示します。実際の運用データ
をご覧いただきながら、本人理解や生活支
援、多職種連携への活用の可能性をご紹介
します。実機も展示し、設置方法や運用イ
メージもご覧いただけます。 

なお、企業展示はセッション開催時間以外
も自由にご覧いただけますので、ぜひお気
軽にお立ち寄りください。 
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9. 報道関係者の方へ  
受付でお名刺をお出しください。学会参加費をお支払いいただいた後、参加証をお渡しいたします。
なお、特定の個人への取材、写真撮影はご遠慮いただいております。

10. その他 
・ 会場内の呼び出しは行いません。1階の受付エリア内に設置される掲示板をご活用ください。 
・ ご気分が悪くなられた場合は、お近くのスタッフまたは 1階の総合受付へお申し出ください。 
・ 落とし物、お忘れ物等は 1階の総合受付でお預かりいたします。 
 

11. 地震・災害などの緊急時  
・ 災害発生時は、スタッフの誘導・誘導表示またはアナウンスに従って、落ち着いて避難してください。
その際は、エレベーターは使用せず、階段をご利用ください。 
 

12. 日本精神保健看護学会からのお知らせ  
1）入会のご案内 
　 ホームページ（http://www.japmhn.jp/）にて公開しております。 
　 郵送先：〒 100-0003　東京都千代田区一ツ橋 1-1-1　パレスサイドビル 
　 （株）毎日学術フォーラム内　（一社）日本精神保健看護学会事務局 

2）広報のための撮影について  
　 学会の広報活動の一環として、学術集会の様子を撮影する場合がございますことをご了承ください。 
　 撮影されないことをご希望される場合は、撮影係またはスタッフへお申し出ください。 
 

【事務局】
北海道科学大学 保健医療学部 看護学科 
担当：笹木 弘美 
〒 006-8585　札幌市手稲区前田 7条 15丁目 4-1 
E-mail：jimu-japmhn36th.ml@scu.ac.jp 

【運営事務局】
株式会社 Doshin EC 
（旧社名：株式会社イー・シー、2025年 7月 1日より） 
〒 060-0807　札幌市北区北 7 条西 4 丁目 8-3 北口ヨシヤビル 5F 
TEL：011-299-5910　FAX： 011-299-5911 
E-mail： japmhn36th@ec-mice.com 
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座長・発表者へのご案内
1. 各講演・シンポジウムの演者へ

・ 会長講演、教育講演、特別講演、市民公開講座、理事会企画、シンポジウムの演者は、1階大ホール
ホワイエ「座長・演者受付」に各プログラムの開始 1時間前までにお越しください。

・ 演者は、受付が済みましたら各プログラムの開始 30分前までに 1階大ホールホワイエ「PC受付」
にて発表データの登録をお済ませください。

・ 発表データはUSBメモリーに保存してご持参ください。（オンラインストレージ経由でのダウンロー
ドはいたしかねます）

・ 各プログラムの開始 10分前までに、会場にお入りください。
・ 各セッションの進行は、座長にお任せいたします。座長の進行に応じて終了するようご協力をお願い
いたします。

・ 講演中の PC画面操作は、演者ご自身による手元操作になります。

2. データの作成・保存 
・ 事務局では、Windows PC をご用意します。Macintosh の方は PCをお持ち込み下さい。アプリケー
ションは office365を用意しております。

・ フォントはOS標準のものを作成してください。
・ スライドは 16：9の比率が推奨です。
・ 作成されたファイル名は「セッション名 _演者名（例：シンポジウム 1_ 発表太朗）」としてください。
・ メディアを介したウィルス感染の事例がありますので、最新のウィルス駆除ソフトでチェックしてく
ださい。

・ 発表会場ではデータの修正はできませんので予めご了承ください。
・ 利益相反の開示をしていただきます。1枚目に演題名・氏名・所属の表記、2枚目にCOI の表記を行っ
てください。今回発表する研究に関して企業等から助成金をもらっている場合は必ず開示してくださ
い。特になければ、「発表に関する開示すべきCOI は特にありません」と明示してください。

3. 各講演・シンポジウムの座長へ 
・ 会長講演、教育講演、特別講演、市民公開講座、市民公開企画、理事会企画、各シンポジウムの座長
は、1階大ホールホワイエ「座長・演者受付」に各プログラムの開始 1 時間前までにお越しください。

・ 各セッションの進行は、座長にお任せいたします。詳細は必要に応じて演者とお打ち合わせの上、時
間内で終了するよう進行をお願いいたします。

4. 一般演題（口演）の演者へ 
・ 発表データ登録は下記の期間、1階大ホールホワイエPC受付で受け付けております。演者は発表セッ
ション開始 30分までに登録をお済ませください。

・ 【受付時間】7月 18日（土）9:15～ 17:00、7月 19日（日）9:00～ 14:00です。
・ 発表データはUSBメモリーに保存してご持参ください。
  （オンラインストレージ経由でダウンロードはいたしかねます）
・ ご自身の PCを持ち込んでの発表は頂けません。
・ 発表は、1演題 15分（口演 10分、質疑応答 5分）です。
・ 演者は座長の進行指示にしたがってください。
・ 発表中の PC画面操作は、演者ご自身による手元操作になります。
・ 口演終了 1分前にベル 1回、口演終了時にベル 2回を鳴らします。
・ 会場での資料配布はできません。
・ 登録したデータは、本学術集会終了後に学術集会責任のもと消去いたします。
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5. データの作成・保存 
・ 事務局では、Windows PC をご用意します。Macintosh の方は PCをお持ち込み下さい。アプリケー
ションは office365を用意しております。
  フォントはOS標準のものを作成してください。
・ Macintosh のアプリケーション（Keynote）はご利用頂けません。Mac 版 Power point の利用は可能
ですが、Windows 版でデータを表示する際、レイアウト崩れが発生する場合がありますので、事前
にWindows 版 PCでデータの確認をお願いいたします。

・ 作成されたファイル名は「演題番号 _演者名（例：O1-01_ 発表太朗）」としてください。
・ メディアを介したウィルス感染の事例がありますので、最新のウィルス駆除ソフトでチェックしてく
ださい。

・ 発表データ作成後、作成した PC以外の PCで正常に動作するかチェックしてください。
・ 利益相反の開示をしていただきます。1枚目に演題名・氏名・所属の表記、2枚目にCOI の表記を行っ
てください。今回発表する研究に関して企業等から助成金をもらっている場合は必ず開示してくださ
い。特になければ、「発表に関する開示すべきCOI は特にありません」と明示してください。

6. 一般演題（口演）座長へ 
・ 1階大ホールホワイエ「座長・演者受付」に各プログラムの開始 1時間前までにお越しください。
・ ご担当のセッションの開始 10分前までに会場にお入りいただき、前セッションの終了後、座長席に
お座りください。

・ セッション開始のアナウンスは特にございませんので、定刻になりましたら、セッションを開始して
ください。

・ 発表は、1演題 15分（口演 10分、質疑応答 5分）です。時間内で終了するよう進行をお願いします。

7. 一般演題（示説）の演者へ 
【当日の受付】
・ 演者は発表日のポスター貼付時間内に、4階 401研修室内の「ポスター発表受付」にお越しください。
発表者用のリボンをお渡しします。

・ ご自身の演題番号をご確認いただき、同じ番号のパネルにご自身にて貼付をお願いいたします。

【発表形式】
・ 発表は 60分間の自由討論形式です。指定時間にご自身のポスター前で待機し、ポスターパネルを訪
問された参加者と質疑応答や意見交換をお願いいたします。

・ 発表時間中は、ポスター発表受付でお渡ししたリボンを左胸あたりにつけてください。

【ポスター会場】
■会　　場　研修室 401（4階）
■貼付時間　下記時間内に発表者ご自身にてご掲示ください。

ポスター掲示用の画鋲は、事務局で準備致します。
 1日目発表者：7月 18日（土）10：00～ 12：00
 2日目発表者：7月 19日（日）9：00～ 10：00

■発表時間　該当のセッション時間にご自身のポスター前に待機してください。
ポスター発表①：7月 18日（土）13：20～ 14：20
ポスター発表②：7月 18日（土）15：00～ 16：00
ポスター発表③：7月 19日（日）10：30～ 11：30
ポスター発表④：7月 19日（日）12：50～ 13：50
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■撤去時間　下記時間内に発表者ご自身にてご撤去・お持ち帰りください。
1日目発表者：7月 18日（土）16：00～ 17：00
2日目発表者：7月 19日（日）15：00～ 16：00

【ポスターパネルサイズ】
ポスターパネルのサイズは、縦 180cm ×横 90cm です。演題番号（20cm 四方）は、運営事務局で
用意します。演題名・所属・演者名は下図のスペース内（縦 20cm×横 70cm）に記載してください。
貼付スペース：縦 150cm ×横 90cm に収まるようにしてください。なお、パネルの下の方は見えに
くいので、見やすい展示を心がけてください。
また、利益相反（COI）の開示を右下に表記してください。今回発表する研究に関して企業等から助
成金をもらっている場合は必ず開示してください。特になければ、「発表に関する開示すべきCOI は
特にありません」と表記してください。
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交通案内
札幌市教育文化会館には駐車場はございませんので、公共交通機関をご利用ください。

■ 札幌市営地下鉄でお越しの場合
 地　下　鉄 東西線「西11丁目」駅下車、1番出口から徒歩5分
■ JR札幌駅からお越しの場合
 地　下　鉄 南北線「さっぽろ」駅より乗車、「大通」駅にて東西線乗り換え
 東　西　線 「西11丁目」駅下車、1番出口から徒歩5分
 バ　　　ス JR札幌駅バスターミナルから、中央バス（円山経由小樽行）、
  JR北海道バス（小樽行、手稲営業所、手稲鉱山行）に乗車し、
  「北1条西12丁目」で下車、徒歩1分
 車・タクシー 札幌駅南口タクシー乗り場より約10分
 徒　　　歩 約20分

■ 新千歳空港からお越しの場合
 【JR札幌駅まで】
 JR千歳線　約37分
 連絡バス・路線バスの利用　65～80分
 車・タクシーの利用　90分程度

【地下鉄東西線「大谷地」駅まで】
「大谷地」行連絡・路線バス（約35分）で終点下車、
「大谷地」駅から乗車、「西11丁目」駅下車、
1番出口から徒歩5分

■自家用車でお越しの場合…会場内の駐車場はございません。お近くの有料駐車場をご利用ください。

札幌市教育文化会館
（〒060-0001　北海道札幌市中央区北１条西１３丁目７）

〈近隣マップ〉
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会場案内図（フロアマップ）

札幌市教育文化会館
（〒060-0001　北海道札幌市中央区北１条西１３丁目７）1階
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第１日目　７月１８日（土）
会場

9:00

9:30

10:00

10:30

11:00

11:30

12:00

12:30

13:00

13:30

14:00

14:30

15:00

15:30

16:00

16:30

17:00

17:30

18:00

18:30

19:00

19:30

20:00

9:00

9:30

10:00

10:30

11:00

11:30

12:00

12:30

13:00

13:30

14:00

14:30

15:00

15:30

16:00

16:30

17:00

17:30

18:00

18:30

19:00

19:30

20:00

9:15-17:00

10:00-10:10

受付

【開会式】
10:10-10:50

会長講演
けっぱれ！精神保健看護
今こそ開拓のとき
演者：守村洋
座長：寺岡征太郎

12:10-13:10

地域のニーズに対応した
当院の認知症医療について

～看護との協働と訪問診療による
地域連携を中心に～

12:10-13:10
ランチョンセミナー2ランチョンセミナー1

16:40-17:40

【総会】

11:00-11:50
特別講演 1

すみれ会の歩んできた
半世紀と

これからのあゆみ
演者：宮岸真澄
座長：守村洋

座長：明間正人
　　　西池絵衣子

座長：水野恵理子
　　　池田智

座長：白井教子
　　　中戸川早苗

10:30-12:00

ワークショップ-01
虐待通報について話そう
入院中の精神障害者の
虐待通報制度の施行で
見えてきたこと

13:20-14:50

ワークショップ-07
精神科外来における
看護外来支援
モデルの作成

13:20-14:20

一般演題（示説）
ポスター発表①

15:00-16:00

一般演題（示説）
ポスター発表②

13:20-14:50

ワークショップ-08
第４回インクルーシブ
Cafe　患者虐待防止の
ために精神科医療に
おけるモヤモヤについて

話しましょう

15:00-16:30

ワークショップ-13
ヒアリング・ヴォイシズが
拓く精神看護の実践
ー「声」を聴く
体験を考えるー

18:50-20:20
【懇親会】

北海道庁旧本庁舎（赤れんが庁舎）ホールA・ホール B

15:00-16:30

ワークショップ-14
哲学対話 Vol.2

『闇バイト』への加担を
防ぐために私たちができ
ることを考えましょう！

10:30-12:00

ワークショップ-02
これからの精神看護学
臨地実習をどのように
行っていくのかについて

語ろう

10:30-11:45

一般演題（口演）
第 1群

地域生活支援と家族支援

10:00-12:00

1日目ポスター貼付

12:00-16:00

1日目ポスター展示

16:00-17:00

1日目発表者
ポスター撤去

13:20-14:35

一般演題（口演）
第 3 群

精神科救急と
急性期における看護

15:00-16:30

一般演題（口演）
第 5 群
外来看護と

看護師への専門的支援

11:00-17:00

市民公開イベント
～こころつながる～
けっぱれマルシェ

13:20-14:50

特別講演２
北の地における
精神保健福祉
開拓の歴史を語る
～帯広・十勝圏域の
精神保健医療福祉～ 
演者：門屋充郎
座長：宮本眞巳

演者：古川美盛
座長：笹木弘美
共催：医療法人勉仁会 中垣病院

全般不安症（GAD）
治療におけるイフェクサーの
臨床的意義と有効性

演者：井上猛
座長：守村洋
共催：ヴィアトリス製薬合同会社

13:20-14:50

教育講演 1
質的研究の考え方：
量では測れないものを
科学的に考えるために
演者：大谷尚
座長：渋谷友紀

進行：岩代純
　　　増滿誠

15:00-16:30

理事会企画
シンポジウム
精神科病院での

ケア文化を問いなおす
一人ひとりの実践に

向き合う
演者：青山浩平
座長：武用百子
　　　田上美千佳

15:00-17:00

市民公開企画
映画

「どうすればよかったか？」
上映会

日本精神科看護協会
北海道支部・日本精神
保健看護学会第 36 回
学術集会合同企画

メインホール

1F

第１会場

3F

第２会場

3F

第３会場

3F

第４会場

4F
大ホール 小ホール 研修室 301 研修室 302 研修室 305 研修室 401

第５会場
大ホール　ホワイエ
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会場
4F
講堂

4F
研修室 402
第 7会場第6会場

4F
研修室 403
第8会場

B1F
リハーサル室 A
第9会場

B1F
練習室 A
第10 会場

３F
研修室 303

企業個室展示会場1

9:00

9:30

10:00

10:30

11:00

11:30

12:00

12:30

13:00

13:30

14:00

14:30

15:00

15:30

16:00

16:30

17:00

17:30

18:00

18:30

19:00

19:30

20:00

9:00

9:30

10:00

10:30

11:00

11:30

12:00

12:30

13:00

13:30

14:00

14:30

15:00

15:30

16:00

16:30

17:00

17:30

18:00

18:30

19:00

19:30

20:00

第１日目　７月１８日（土）

10:30-12:00

ワークショップ-03
コプロダクション型の
ケアプランを作ってみよう
～精神科訪問看護の
質向上にむけて～

13:20-14:50

ワークショップ-09
効果の確認された摂食症
母親支援プログラムの
活用方法を伝授します！

15:00-16:30

ワークショップ-15
看工連携による精神保健
看護教育の可能性 ～拡張
現実（AR）による
統合失調症患者の

患者体験教材の開発～

13:20-14:50

ワークショップ-10
実装研究の方法論を
活用した現場の

Quality Improvement とは
ー現場をより良くする精神
看護領域における

Quality Improvement
プロジェクトの実際ー

15:00-16:30

ワークショップ-16
日本の精神科看護の父
“宮本真巳” と語ろう
～精神科看護における
対人関係論の伝承～

13:20-14:50

ワークショップ-11
あなたも疑う？ 精神医療・
看護現場における〈ことば〉

懐疑／会議

15:00-16:30

ワークショップ-17
問題点に目がいきがちな
アルコール依存症を抱えた
人に対するストレングス

しこうの看護の定着に向けた
事例検討会･･･笑抱の会
＠JAPMHN3６

13:20-14:50

ワークショップ-12
若手精神看護学教員の主体
的実践の一歩を促す試み
―ワークショップ参加者から

企画者へ―

15:00-16:30

ワークショップ-18
リフレクティングの体験
―当事者と支援者の会話
空間に豊かな「間」と
「場」をつくること―

10:30-12:00

ワークショップ-04
お酒の飲み方に問題があり
そうな患者さんへ、
総合病院の看護師は
何ができるだろう？
～アルコール依存症の
２次予防  はじめの一歩～

10:30-12:00

ワークショップ-05
精神科訪問看護における
家族支援の対象と実践の
範囲―ライフステージ
別事例からの検討―

10:30-12:00

ワークショップ-06
リカバリーと表現活動
～アートを通した体験談～

18:50-20:20
【懇親会】

北海道庁旧本庁舎（赤れんが庁舎）ホールA・ホール B

13:20-14:35

一般演題（口演）
第４群

病棟における
看護実践と課題

15:00-16:30

一般演題（口演）
第６群

看護師の経験と
キャリア支援

10:30-11:15
一般演題（口演）

第 2群
看護学生と高度看護実践①

10:00-16:00

企業個室展示 1

エーザイ株式会社
エコナビスタ株式会社

座長：千葉理恵
　　　山岡由実

座長：河野伸子
　　　田中浩二

座長：森真喜子
　　　濱田由紀
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会場 大ホール　ホワイエ

9:00

9:30

10:00

10:30

11:00

11:30

12:00

12:30

13:00

13:30

14:00

14:30

15:00

15:30

16:00

16:30

17:00

17:30

18:00

18:30

19:00

19:30

20:00

9:00

9:30

10:00

10:30

11:00

11:30

12:00

12:30

13:00

13:30

14:00

14:30

15:00

15:30

16:00

16:30

17:00

17:30

18:00

18:30

19:00

19:30

20:00

9:00-17:00

受付

9:50-11:20

シンポジウム1
現場の「わざ」から
「技術」へ

－精神看護の実践知－
座長：近田真美子
　　　那須典政

9:50-11:20

教育講演２
メリデン版訪問家族支援
が問いかける精神保健医
療福祉の未来～本人もだ
いじ、家族ひとりひとり
もだいじを目指して～
演者：佐藤純
座長：鈴木大輔

演者：田邉友也、村本好孝
座長：石川千恵
共催：NPO 精神医療サポートセンター・
　　　訪問看護ステーションいしずえ　
　　　精神医療サポートセンター
　　　ホールディングス株式会社
　　　株式会社ここから　三昌商事株式会社

座長：近田真美子
　　　那須典政 

11:40-12:40
ランチョンセミナー３

11:40-12:40
ランチョンセミナー４

16:35-16:55
閉会式

10:00-11:30

災害対策委員会企画
ワークショップ

平時からの災害の備えを
ともに考える
-Psychological・
Zero・Aid-

12:50-14:20

ワークショップ-24
ギャンブル等依存症に
おける家族支援の
あり方を考えよう

10:30-11:30

一般演題（示説）
ポスター発表③

12:50-13:50

一般演題（示説）
ポスター発表④

12:50-14:20

ワークショップ-25
Cognitive Adaptation
Training（認知適応
トレーニング）を用いた
重度かつ慢性精神疾患
患者の地域移行・定着

支援の実際

14:30-16:00

ワークショップ-30
精神看護で起こる
「怒り」の理解と
付き合い方を学ぶ

14:30-16:00

ワークショップ-31
臨床行動分析を用いた
精神看護の臨床判断を

体験しよう

10:00-11:30

ワークショップ-19
看護学基礎教育・精神
看護学実習における
生成 AI 活用を考える
― 臨床指導者と教員の
協働による教育実践の

可能性 ―

10:00-11:30

一般演題（口演）
第７群

看護師への心理的支援と
教育的支援

9:00-10:00

2日目発表者
ポスター貼付

10:00-15:00

2日目ポスター展示

15:00-16:00

2日目発表者
ポスター撤去

12:50-13:50

一般演題（口演）
第９群
看護理論と

高度看護実践②

14:30-16:00

一般演題（口演）
第１１群

地域生活と当事者の体験

10:00-16:00

市民公開イベント
～こころつながる～
けっぱれマルシェ

12:50-14:20

パネル
ディスカッション
精神看護はどうすれば

よかったか？

看護実践力と経営力は違うのか！？
～訪問看護ステーションの経営者

二人が語り合うリアル～

演者：井上猛
座長：守村洋
共催：塩野義製薬株式会社

新しい抗うつ薬
「ザズベイ ®」がもたらす
うつ病治療の新展開

ファシリテーター
　　　　　：吉野賀寿美
コメンテーター
　　　　　：藤野知明

12:50-14:20

特別講演３
ＡＩの歴史とＡＩエージェント：

こころのケアの未来
演者：中島秀之
座長：増滿誠

講師：香山リカ
座長：伊藤治幸

14:30-16:20

シンポジウム２
シン・対話シンポジウム
「未来語りのダイアローグ
～ピアサポーターと
看護師が妄想する
理想の未来～」
座長：澤田いずみ
　　　石橋佐枝子

14:40-16:10

市民公開講座
けっぱれから考える

心の健康
ひと目を気にせず、
自分にやさしく

第2日目　７月１9日（日）

座長：則村良
　　　石川かおり

座長：金子眞理子
　　　三井督子

座長：結城佳子
　　　瀬戸屋希

メインホール

1F

第１会場

3F

第２会場

3F

第３会場

3F

第４会場

4F
大ホール 小ホール 研修室 301 研修室 302 研修室 305 研修室 401

第５会場

一般演題（口演）
第７群

看護師の心理的支援と
教育的支援

座長：則村良
　　　石川かおりファシリテーター

　　：田中浩二、大川貴子、
　　　池田智、岩切真砂子、
　　　大江真人、木下将太郎、
　　　髙谷新、長田恭子、
　　　服部希恵、福田紀子、
　　　藤代知美、山岡由実

災害対策委員会企画
ワークショップ

平時からの災害の備えを
ともに考える

-Psychological・
Zero・Aid-
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会場
4F
講堂

4F
研修室 402
第 7会場第6会場

4F
研修室 403
第8会場

B1F
リハーサル室 A
第9会場

B1F
練習室 A
第10 会場

３F
研修室 303

企業個室展示会場1

9:00

9:30

10:00

10:30

11:00

11:30

12:00

12:30

13:00

13:30

14:00

14:30

15:00

15:30

16:00

16:30

17:00

17:30

18:00

18:30

19:00

19:30

20:00

9:00

9:30

10:00

10:30

11:00

11:30

12:00

12:30

13:00

13:30

14:00

14:30

15:00

15:30

16:00

16:30

17:00

17:30

18:00

18:30

19:00

19:30

20:00

10:00-11:30

ワークショップ-20
メタ認知トレーニング
（MCT）をもっと身近に

―はじめかた・
続けかたの工夫

12:50-14:20

ワークショップ-26
“本気で” 倫理カンファ
レンスを定着させるため
に―倫理を語りやすくす
る組織風土を目指して―

14:30-16:00

ワークショップ-32
学校と家庭をつなぐ児童
精神科訪問看護の役割
― 医療・教育・生活を
横断する実践から考える ―

12:50-14:20

ワークショップ-27
シミュレーション教育と
DXを活用した教育実践

14:30-16:00

ワークショップ-33
病院主導精神科アウト
リーチの取り組みと実践

12:50-14:20

ワークショップ-28
こころの理解から

ケアを導く事例検討会

14:30-16:00

ワークショップ-34
自殺が起きた場合のスタ
ッフ支援に必要な知識と
組織体制―ポストベンシ
ョンの実装と定着に向けて

12:50-14:20

ワークショップ-29
価値観の可視化ツール
『オタワ意思決定ガイド』

を使って
ディシジョン・コーチングを

体験してみよう！

14:30-16:00

ワークショップ-35
精神科看護師のための
マインドフルネスとコン
パッション－ケアする人を
支え、質の高い看護実践へ

10:00-11:30

ワークショップ-21
精神看護領域における高度
実践看護事例検討会
－事例を通じて精神看護
専門看護師の思考と判断の
プロセスを可視化するー

10:00-11:30

ワークショップ-22
精神保健看護の教育・実践
で活かすデジタルツール
―教育・研修の現場から
見えてきたこと―

10:00-11:30

ワークショップ-23
看護教育における
「共同創造」とは？
あなたの現在地を一緒に
確認してみませんか

12:50-14:05

一般演題（口演）
第１０群
批判的思考と
看護倫理

14:30-16:00

一般演題（口演）
第１２群

依存症とメンタルヘルス

10:00-11:15

一般演題（口演）
第８群

児童・思春期

10:00-16:00

企業個室展示 2

三昌商事 株式会社

第2日目　７月１9日（日）

座長：柴田真紀
　　　長山豊

座長：田辺有理子
　　　江波戸和子

座長：渡辺純一
　　　桐山啓一郎
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プログラム 

◆メインプログラム 

7月18日（土） 10：10～10：50 メインホール（大ホール） 

会長講演 

けっぱれ！精神保健看護 今こそ開拓のとき 

 演者：守村  洋（第36回学術集会会長、札幌市立大学） 

 座長：寺岡征太郎（第37回学術集会会長、帝京大学） 

 
7月18日（土） 11：00～11：50 メインホール（大ホール） 

特別講演１ 

すみれ会の歩んできた半世紀とこれからのあゆみ 

 演者：宮岸 真澄（NPO法人精神障害者回復者クラブすみれ会 前理事長） 

 座長：守村  洋（札幌市立大学） 

 
7月18日（土） 13：20～14：50 メインホール（大ホール） 

特別講演２ 

北の地における精神保健福祉開拓の歴史を語る～帯広・十勝圏域の精神保健医療福祉～ 

 演者：門屋 充郎（十勝障がい者支援センター 理事長） 

 座長：宮本 眞巳（感性ケア研究会 代表） 

 
7月19日（日） 12：50～14：20 第１会場（小ホール） 

特別講演３ 

AIの歴史とAIエージェント：こころのケアの未来 

 演者：中島 秀之（札幌市立大学 学長） 

 座長：増滿  誠（日本赤十字北海道看護大学） 

 

7月18日（土） 13：20～14：50 第１会場（小ホール） 

教育講演１ 

質的研究の考え方：量では測れないものを科学的に考えるために 

 演者：大谷  尚（名古屋経済大学） 

 座長：渋谷 友紀（札幌市立大学） 

 

7月19日（日） 9：50～11：20 第１会場（小ホール） 

教育講演２ 

メリデン版訪問家族支援が問いかける精神保健医療福祉の未来 

〜本人もだいじ、家族ひとりひとりもだいじを目指して〜 

 演者：佐藤  純（Carer and family supportきょうと 代表、 

  一般社団法人ジャパンファミリーワークプロジェクト 代表） 

 座長：鈴木 大輔（医療法人社団五稜会病院） 
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7月19日（日） 9：50～11：20 メインホール（大ホール） 

ǷンȝジǦム１ 

ྵ場のžǘƟſからž২ᘐſǁ Ყ精神看護のܱោჷᲧ 

NPOἲேࢁࡇࡇ・精神┳ㆤࡃ῝࡜ࡗࡶࢆᏛࡪ఍・ACT-Kྠྜࡿࡼ࡟௻⏬ 

 座長：㏆⏣真⨾Ꮚ（大㜰ᡂ㋣大学） 

    㑣㡲 ඾ᨻ（医療法人社団五㢼会ࢁࡱࡗࡉ㤶㞷病院） 

 ：トࢫン࣏ジࢩ 

  Ἑ村ዉ⨾Ꮚ（精神看護ࡗࡶࢆと῝ࡃ学ࡪ会、⁠㈡医⛉大学） 

  宮ᆅ ᬑᏊ（NPO法人ࢁࡇࡇ、北海道医療大学） 

  ┦⃝ ຍዉ（NPO法人ࢁࡇࡇ、医療法人῱ோ会ᡭ✄῱ோ会病院） 

  ᑠ⏿ ຊ人（ACT-K） 

  ᶓ⏣ ᏘᏊ（ACT-K） 

 

7月19日（日） 14：30～16：20 メインホール（大ホール） 

ǷンȝジǦム２ 

Ƿン・ݣᛅǷンȝジǦム 

ž未来語りのȀイアローグ ～Ȕアǵȝーǿーと看護ࠖがेڨするྸेの未来～ſ 

 座長：⃝⏣いࡎみ（札幌医⛉大学） 

    ▼ᶫ佐ᯞᏊ（札幌市立大学） 

 ：トࢫン࣏ジࢩ 

  鈴木 大輔（医療法人社団五稜会病院） 

  中ᕝ  ᭷（බ┈㈈団法人北海道精神ಖ೺᥎㐍༠会ࡢࢁࡇࡇリ࢝ࣂリー⥲ྜ支援センター） 

  村本 ዲ⪃（ᰴᘧ会社ࡽ࠿ࡇࡇ） 

  藤஭ 大ኈ（≉ᐃ医療法人᭸友会▼㔠病院） 

  ఀ藤 ▱之（社会⚟♴法人ᾆἙࡢࡿ࡚࡭ᐙ） 

  ▮㒊 ⁠ஓ（北海道ࣆア࣏ࢧート༠会） 

  鈴木 ᬛோ（ᆅᇦ⏕ά支援センターࢁࡱࡗࡉ） 

  ༓ⴥᝆ⨾Ꮚ（ゼၥ看護ࡶࡿࡥࡢい's ࢸࢫーࣙࢩン） 

 ：クターࢲンࢥ 

  守村  洋（札幌市立大学） 

  ➲木 ᘯ⨾（北海道⛉学大学） 

 フロアࢥンࢲクター：  

  ྜྷ㔝 ῟一（北海道ᐙᗞ⥲ྜ࢝࢘ンセリンࢢセンター） 

      ┦⃝ ຍዉ（ᡭ✄῱ோ会病院） 

      ▼ᕝ ༓ᜨ（mental nursing office ࠼ࡕࡲーࡿ） 

      ΎỌ ஂᏊ（日本医療大学）  

      Ṋ⏣⨾ᜨᏊ（日本赤十字北ぢ赤十字病院） 

      人ぢ ᩗᏊ（札幌医⛉大学௜ᒓ病院）  

      ᒣ本 ᖾᏊ（ᖏᗈཌ⏕病院）  

 ᣦᐃⓎゝ： 

  Ṋ஭ 㯞Ꮚ（࢜フࢫ࢕ASAKO） 
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7月18日（土） 15：00～16：30 メインホール（大ホール） 

ྸʙ会˖ဒǷンȝジǦム 

精神科၏ᨈでのケア૨҄を問いなおす ɟ人ひとりのܱោにӼきӳƏ 

  演者：㟷ᒣ ᾈᖹ（NHK第஧ไసセンターᩥ໬ETV≉集 ࢳーフࣞ࢕ࢹクター） 

  座長：Ṋ⏝ ⓒᏊ（日本精神ಖ೺看護学会 理事長、大㜰大学） 

     ⏣ୖ⨾༓ె（日本精神ಖ೺看護学会 ๪理事長、༓ⴥ大学） 

 

7月19日（日） 12：50～14：20 メインホール（大ホール） 

ȑȍルデǣǹǫȃǷȧン 

精神看護はƲƏすれƹǑかったかᲹ 

 ファࢩリࢸーター： 

  ྜྷ㔝㈡ᑑ⨾（北海道大学） 

 ：ーターࢸン࣓ࢥ 

  藤㔝 ▱᫂（ື⏬ᕤᡣࡒうࡲࡋ、┘╩） 

 パࢿリࢫト： 

  本村  ๛（ᑵປ⥅⥆支援㹀ᆺ事ᴗᡤ࡞ࡾ࠾す、ᙜ事者） 

  ୸Ꮚ ៅᖹ（ࡇࡇリ࣭࢝プロࢲクࣙࢩン、ᙜ事者） 

  ᕝ⏣ Ὀ輔（ᐙ᪘、ඖ᪫ᕝ市ᙺᡤ⏕άಖ護CW） 

  ᑠ⏣島みࡾ࡝（ᐙ᪘） 

  谷藤 ఙᜨ（ゼၥ看護ࢸࢫーࣙࢩンࡢࡲࡸ  ࡚ ゼၥ看護ᖌ） 

 

7月19日（日） 10：00～11：30 第２会場（研̲ܴ301） 

 Ճ会˖ဒȯーǯǷȧȃプۀሊݣܹ໎

 ‐଺からの໎ܹのͳえをともに考える‐Psychological・Zero・Aid࠯

 ファࢩリࢸーター： 

  ⏣中 ᾈ஧（㔠ἑ大学） 

  大ᕝ ㈗Ꮚ（⚟島┴立医⛉大学） 

  ụ⏣  ᬛ（第一⸆⛉大学） 

  ᒾษ真◁Ꮚ（ឿᆂ病院） 

  大Ụ 真人（㔠ἑ医⛉大学） 

  木ୗᑗ太郎（ト࢟ࣀᰴᘧ会社 ゼၥ看護ࢸࢫーࣙࢩンみࡾࡢ） 

  㧘谷  ᪂（ᒣᙧ┴立ಖ೺医療大学） 

  長⏣ ᜤᏊ（㔠ἑ大学） 

  ᭹㒊 ᕼᜨ（日本赤十字社ឡ▱医療センター 名古屋第一病院） 

  ⚟⏣ 紀Ꮚ（៞ᛂ⩏ሿ大学） 

  藤代 ▱⨾（ᅄᅜ大学） 

  ᒣ岡 ⏤ᐇ（大㜰医⛉⸆⛉大学） 
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7月18日（土） 12：10～13：10 メインホール（大ホール） 

ランȁȧンǻȟȊー１ σ͵：医療ඥ人Ѡʶ会 ɶ׽၏ᨈ 

地域のȋーǺにࣖݣした࢘ᨈのᛐჷၐ医療にƭいて 

～看護とのң΁と訪問ᚮ療にǑる地域ᡲઃをɶ࣎に～ 

  演者：古ᕝ ⨾┒（医療法人ຮோ会 中ᇉ病院 院長） 

  座長：➲木 ᘯ⨾（北海道⛉学大学） 
 

7月18日（土） 12：10～13：10 第１会場（小ホール） 

ランȁȧンǻȟȊー２ σ͵：ȴǣアトリǹᙌᕤӳӷ会ᅈ 

μᑍɧܤၐ（GAD）඙療におけるイȕェǯǵーのᐮ࠿的ॖ፯とஊј  ࣱ

  演者：஭  ୖ  ⊛（札幌ⰼᅬ病院 ๪院長࣭⮫ᗋ⸆理センター長） 

  座長：守村  洋（札幌市立大学） 
 
7月19日（日） 11：40～12：40 メインホール（大ホール） 

ランȁȧンǻȟȊー３ 
σ͵：NPO精神医療ǵȝートǻンǿー・訪問看護ǹȆーǷȧンいしƣえ  

   精神医療ǵȝートǻンǿーホールデǣングǹఇࡸ会ᅈ ఇࡸ会ᅈここから ɤଡՠʙఇࡸ会ᅈ 

看護ܱោщとኺփщはᢌƏのか！Ჹ 

〜訪問看護ǹȆーǷȧンのኺփᎍʚ人が語りӳƏリアル〜 

  演者：⏣㑓 友ஓ（NPO精神医療࣏ࢧートセンター࣭ゼၥ看護ࢸࢫーࣙࢩンい࠼ࡎࡋ、 

  精神医療࣏ࢧートセンター࣍ーࣝ࢕ࢹンࢫࢢᰴᘧ会社） 

  村本 ዲᏕ（ᰴᘧ会社ࡽ࠿ࡇࡇ） 

  座長：▼ᕝ ༓ᜨ（mental nursing office ࠼ࡕࡲーࡿ） 
 
7月19日（日） 11：40～12：40 第１会場（小ホール） 

ランȁȧンǻȟȊーᲮ σ͵：ط᣼፯ᙌᕤఇࡸ会ᅈ 

ૼしい৴ƏƭᕤžǶǺșイ®ſがもたらすƏƭ၏඙療のૼޒ開 

  演者：஭  ୖ  ⊛（札幌ⰼᅬ病院 ๪院長࣭⮫ᗋ⸆理センター長） 

  座長：守村  洋（札幌市立大学） 
 
7月18日ί土） 15：00～17：00 第１会場（小ホール） 

 ൟπ開˖ဒࠊ

ପဒžƲƏすれƹǑかったかᲹſɥପ会 

᪥ᮏ精神科┳ㆤ༠఍໭ᾏ㐨ᨭ㒊・᪥ᮏ精神ಖ೺┳ㆤᏛ఍➨36ᅇᏛ⾡㞟఍ྠྜࡿࡼ࡟௻⏬ 

 㐍⾜：ᒾ代  純（日本精神⛉看護༠会 北海道支㒊長、医療法人北ோ会▼ᶫ病院） 

    増滿  誠（日本赤十字北海道看護大学） 
 
7月19日ί日） 14：40～16：10 第１会場（小ホール） 

 ࡈൟπ開講ࠊ

けっぱれから考える࣎の健ࡍ ひと目をൢにƤƣ、ᐯЎにǍƞしƘ 

 ㅮᖌ：㤶ᒣ リ࢝（ࢃ࠿ࡴ⏫ᅜẸ೺ᗣಖ㝤✑ูデ療ᡤ ๪ᡤ長、北洋大学 ᐈဨᩍᤵ） 

 座長：ఀ藤 ἞ᖾ（ኳ౑大学） 
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◆ȯーǯǷȧȃプ 

7月18日（土） 10：30～12：00 ᇹ≕˟ئ≋ᄂ̲ܴ301≌ 

ȯーǯǷȧȃプ-0011 

WS-01 ᖋࢳᡫإ↚↓ⅳ↕ᛅ↌ⅵ∞λᨈɶ↝ችᅕᨦܹᎍ↝ᖋࢳᡫإСࡇ↝଀ᘍ↖ᙸⅷ↕ⅼ↎ↂ↗ 

ᑠụ 純Ꮚ㸪୕Ꮿ ⨾ᬛ㸪ᕝۑ   ཱྀᩗ之㸪ᯇ長 㯞⨾ 

  ᅜ立精神࣭神経医療研究センター精神ಖ೺研究ᡤ 

 

7月18日（土） 10：30～12：00 ᇹ≖˟ئ≋ᄂ̲ܴ302≌ 

ȯーǯǷȧȃプ-0022 

WS-02 ↂ↻ⅺ↸↝ችᅕჃᜱܖᐮܱע፼⇁↘↝↷ⅵ↚ᘍ→↕ⅳⅾ↝ⅺ↚↓ⅳ↕ᛖ↼ⅵ 

⏣ۑ   ୖ⨾༓ె 1)㸪鈴木 ⨾ኸ 1)㸪ΎỈ ᓫᚿ 1)㸪佐ஂ㛫 リ⧊ 2) 

  1)༓ⴥ大学大学院㸪2)༓ⴥ大学大学院看護学研究⛉ 

 

7月18日（土） 10：30～12：00 ᇹ≚˟ئ≋ᄂ̲ܴ402≌ 

ȯーǯǷȧȃプ-0033 

WS-03 ⇙⇽∓⇦⇕⇝∍∙׹↝⇗⇈⇽∏∙⇁˺→↕↮↷ⅵ⊡ችᅕᅹᚧբჃᜱ↝ឋӼɥ↚↯ↀ↕⊡ 

ᡞ屋 ᕼ℩ۑ  1)㸪木ᡞ ⰾྐ 2)㸪㟷木 ⿱ぢ 1)㸪▮ෆ 㔛ⱥ 3)㸪ᑠἨ ᛌ 1,4)㸪⚟島 㙾 1) 

  1)⪷㊰ຍᅜ㝿大学㸪2)὾ᯇ医⛉大学㸪3)ゼၥ看護ࢸࢫーࣙࢩンࡿࡪࡋࡱ㸪 

  4)ゼၥ看護ࢸࢫーࣙࢩンࣁࣘ࢖ࣞࢯートケア 

 

7月18日（土） 10：30～12：00 ᇹ≛˟ئ≋ᄂ̲ܴ403≌ 

ȯーǯǷȧȃプ-0044 

WS-04 ⅹᣒ↝᫩↮૾↚բ᫆ⅻⅱ↹↌ⅵ↙धᎍↄ⇂↧⅚ዮӳ၏ᨈ↝Ⴣᜱࠖ↞˴ⅻ↖ⅼ↺↏↼ⅵ≢ 

 ⊡ၐ↝≕ഏʖ᧸  ↞ↇ↰↝ɟഩ܍̔∑∞⇙∑⇈⊡ 

ෆ㔝 ᑠⓒྜۑ  1)㸪ⱝᮡ ៞Ⴙ 2)㸪中神 㟼㤶 3)㸪ⓑ஭ ᩍᏊ 3)㸪村⏣ ᾴᏊ 4) 

  1)ᖖ☬大学看護学㒊看護学⛉㸪2)神ዉᕝᕤ⛉大学೺ᗣ医療⛉学㒊看護学⛉㸪3)北㔛大学病院看護㒊㸪 

  4)帝京ᖹᡂ大学ࣗࣄー࣐ンケア学㒊看護学⛉ 

 

7月18日（土） 10：30～12：00 ᇹ≜˟ئ≋∐⇵∞⇛∑ܴA≌ 

ȯーǯǷȧȃプ-0055 

WS-05 ችᅕᅹᚧբჃᜱ↚ⅹↀ↺ܼଈૅੲ↝ݣᝋ↗ܱោ↝ር׊ 

‒ ⃬∏⇊⇻⇟⇬∞⇞Кʙ̊ⅺ↸↝౨᚛  ⃬

ᯘ ⿱Ꮚۑ  1)㸪➲木 ᘯ⨾ 2)㸪ⲡ㔝 ▱⨾ 3)㸪ᱵᯘ 秀⾜ 2) 

  1)ኳ౑大学大学院看護ᰤ㣴学研究⛉看護学ᑓᨷ㸪2)北海道⛉学大学ಖ೺医療学㒊看護学⛉㸪 

  3)ኳ౑大学看護ᰤ㣴学㒊看護学⛉ 

 



プ
ロ
グ
ラ
ム

―29―

7月18日（土） 10：30～12：00 ᇹ10˟ئ≋ጀ፼ܴA≌ 

ȯーǯǷȧȃプ-0066 

WS-06 ∐⇑⇶∐∞↗ᘙྵ෇ѣ⊡⇈∞⇮⇁ᡫↆ↎˳᬴ᛩ⊡ 

⨾藤⃝ ᕼۑ  1)㸪▼ᕝ ᜨᕫ 2)㸪✄ᇉ 㯞㔛Ꮚ 3)㸪鈴木 ྔ 4)㸪୹⩚ ಇᶞ 2) 

  1)ᶓ὾市立大学医学㒊看護学⛉㸪2)≉ᐃ医療法人ඹ࿴会ඹ࿴病院㸪 

  3)一般社団法人北海道ࣆア࣏ࢧート༠会㸪4)ࡋ࡞ 

 

7月18日（土） 13：20～14：50 ᇹ≕˟ئ≋ᄂ̲ܴ301≌ 

ȯーǯǷȧȃプ-0077 

WS-07 ችᅕᅹٳஹ↚ⅹↀ↺Ⴣᜱٳஹૅੲ∈⇭∑↝˺঺ 

ᒣ ༟ஓ␊ۑ  1)㸪ὸ἟ ▖ 2)㸪๎村 Ⰻ 3)㸪୕஭ ╩Ꮚ 4)㸪すụ ⤮⾰Ꮚ 5)㸪ụෆ 㤶 1)㸪⏣஭ 㞞Ꮚ 1)㸪 

  ➉ᯘ ௧Ꮚ 6)㸪岡 京Ꮚ 7)㸪ᑠᒣ 㐩ஓ 8)㸪Ώ㎶ 純一 9) 

  1)㧗▱┴立大学看護学㒊㸪2)᫛࿴医⛉大学ಖ೺医療学㒊看護学⛉㸪 

  3)医療法人㈈団㟷⁇会㥖木㔝病院㸪4)京㒔大学大学院医学研究⛉㸪5)රᗜ┴立大学看護学㒊㸪 

  6)ᮥᯘ大学ಖ೺学㒊看護学⛉㸪7)㥖ἑዪᏊ大学看護学㒊㸪8)⪷㊰ຍᅜ㝿大学大学院看護学研究⛉㸪 

  9)බ┈㈈団法人஭之㢌病院 

 

7月18日（土） 13：20～14：50 ᇹ≖˟ئ≋ᄂ̲ܴ302≌ 

ȯーǯǷȧȃプ-0088 

WS-08 ᇹ4ׅ⇊∙⇕∑∞⇝⇼Cafe  

 धᎍᖋࢳ᧸ഥ↝↎↰↚ችᅕᅹҔၲ↚ⅹↀ↺∈∊∈∊↚↓ⅳ↕ᛅↆ↭ↆ↶ⅵ 

⨾ኵ ༤ۑ  1)㸪ᒣෆ ᙬ㤶 2)㸪∦岡 ୕ె 3)㸪佐藤 ᑀᏊ 4,5)㸪⚟ᔱ ⨾㈗ 6)㸪⚟⏣ ஂோᏊ 7)㸪 

  Ᏻಖ ᐶ᫂ 8) 

  1)⸛㔝大学▷ᮇ大学㒊㸪2)大㜰医⛉⸆⛉大学看護学㒊看護学⛉㸪 

  3)୕㔜大学大学院医学⣔研究⛉看護学ᑓᨷ㸪4)ᾷᕝ࢟リࢫトᩍ病院㸪 

  5)大㜰大学大学院医学⣔研究⛉㸪6)中㒊大学⏕࿨೺ᗣ⛉学㒊ಖ೺看護学⛉㸪 

  7)⚟ᒣᖹᡂ大学看護学㒊看護学⛉㸪8)ᒣᙧ┴立ಖ೺医療大学ಖ೺医療学㒊看護学⛉ 

 

7月18日（土） 13：20～14：50 ᇹ≚˟ئ≋ᄂ̲ܴ402≌ 

ȯーǯǷȧȃプ-0099 

WS-09 јௐ↝ᄩᛐↄ↻↎અ᫢ၐ൐ᚃૅੲ⇽∓⇖∏∆↝෇ဇ૾ඥ⇁ˡ੉ↆ↭ↈ≆ 

㤶᭶ ᐩኈ日ۑ  1)㸪⃝⏣ ⳹ୡ 1)㸪ᕝᓮ 友㤶 2) 

  1)名古屋市立大学大学院看護学研究⛉㸪2)名古屋市立大学病院 
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7月18日（土） 13：20～14：50 ᇹ≛˟ئ≋ᄂ̲ܴ403≌ 

ȯーǯǷȧȃプ-1100 

WS-10 ܱᘺᄂᆮ↝૾ඥᛯ⇁෇ဇↆ↎ྵئ↝Quality Improvement↗↞ 

 ∞ᑣⅾↈ↺ችᅕჃᜱ᪸؏↚ⅹↀ↺Quality Improvement⇽∓⇞⇍⇕⇮↝ܱᨥ↹↷⇁ئྵ∞ 

ᴮᡞ ᩥᏊۑ  1,2)㸪ᑠᯘ みࡺき 3)㸪㐲藤 ᜨ⨾ 4,6)㸪℩ᡞ屋 ᕼ 5) 

  1)ᅜ㝿医療⚟♴大学ᑠ⏣ཎಖ೺医療学㒊看護学⛉㸪2)ᅜ立ᡂ⫱医療研究センターᨻ⟇⛉学研究㒊㸪 

  3)ᅜ㝿医療⚟♴大学ᡂ⏣看護学㒊㸪4)ᶓ὾市立大学㝃ᒓ市Ẹ⥲ྜ医療センター病院㸪 

  5)⪷㊰ຍᅜ㝿大学大学院看護学研究⛉㸪6)⪷㊰ຍᅜ㝿大学大学院看護学研究⛉༤ኈᚋᮇㄢ⛬DNPࢥーࢫ 

 

7月18日（土） 13：20～14：50 第Ჳ会場（リȏーǵルܴA） 

ȯーǯǷȧȃプ-1111 

WS-11 ⅱ↙↎↱ွⅵ≢ ችᅕҔၲ・Ⴣᜱྵئ↚ⅹↀ↺Ⅰↂ↗↟Ⅱদွ≒˟ᜭ 

㏆⏣ 真⨾Ꮚۑ  1)㸪す村 㧗ᏹ 2) 

  1)大㜰ᡂ㋣大学看護学㒊㸪2)大㜰大学大学院人ᩥ学研究⛉ 

 

7月18日（土） 13：20～14：50 ᇹ10˟ئ≋ጀ፼ܴA≌ 

ȯーǯǷȧȃプ-1122 

WS-12 ᒉ৖ችᅕჃᜱܖ૙Ճ↝ɼ˳ႎܱោ↝ɟഩ⇁̟ↈᚾ↮ 

 ‒⃬∕∞⇕⇝∍⇩⇽Ӌьᎍⅺ↸˖ဒᎍ↧‒  ⃬

大Ἑෆ ᩔᏊۑ  1)㸪᳃本 ῟Ꮚ 2)㸪ඤ⋢ ၿ᫂ 3)㸪⸝本 ⥤ 4) 

  1)帝京大学医療ᢏ術学㒊看護学⛉㸪2)神ዉᕝ┴立ಖ೺⚟♴大学ಖ೺⚟♴学㒊看護学⛉㸪 

  3)ឡ▱┴立大学看護学㒊看護学⛉㸪4)㤶ᕝ大学医学㒊看護学⛉ 

 

7月18日（土） 15：00～16：30 ᇹ≕˟ئ≋ᄂ̲ܴ301≌ 

ȯーǯǷȧȃプ-1133 

WS-13 ⇸⇈∐∙⇖・√⇏⇊⇝⇠ⅻਏⅾችᅕჃᜱ↝ܱោ ∞Ⅴ٣Ⅵ⇁Ꭾⅾ˳᬴⇁ᎋⅷ↺∞ 

ᑠᯇ ᐜᏊۑ  1,4)㸪➉ෆ ▖ 2,4)㸪ᯇ本 ⴥᏊ 3,4) 

  1)宮ᇛ大学看護学⩌㸪2)⪷㞔ᶓ὾病院㸪3)一般社団法人SCRAP&BUILDゼၥ看護ࢸࢫーࣙࢩンࣚࣁク㸪

 研究会ࢬࢩ࢖࢛ࣦ࣭ࢢアリンࣄ(4  

 

7月18日（土） 15：00～16：30 ᇹ≖˟ئ≋ᄂ̲ܴ302≌ 

ȯーǯǷȧȃプ-1144 

WS-14 ՋݣܖᛅVol.2 

 Ⅶ᧦⇶⇊⇮Ⅷ↧↝ьਃ⇁᧸ⅿ↎↰↚ᅶ↎←ⅻ↖ⅼ↺ↂ↗⇁ᎋⅷ↭ↆ↶ⅵ≆ 

ᔱ ⨾㈗⚟ۑ  1)㸪௒Ἠ ※ 2)㸪ᑠᆏ ┈ᡂ 3)㸪中஭ 理㈡ 4) 

  1)中㒊大学⏕࿨೺ᗣ⛉学㒊ಖ೺看護学⛉㸪2)名古屋市立大学大学院看護学研究⛉㸪 

  3)ᯇⶱ大学看護学㒊看護学⛉㸪4)ឡ▱┴立大学看護学㒊看護学⛉ 
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7月18日（土） 15：00～16：30 ᇹ≚˟ئ≋ᄂ̲ܴ402≌ 

ȯーǯǷȧȃプ-1155 

WS-15 Ⴣ߻ᡲઃ↚↷↺ችᅕ̬ͤჃᜱ૙Ꮛ↝ӧᏡ  ࣱ  

 ⊡ਘܱྵࢌ≋AR≌↚↷↺ወӳڂᛦၐधᎍ↝धᎍ˳᬴૙஬↝᧏ႆ⊡ 

中 ᬕె⏣ۑ  1)㸪ゅ⏣ 㡪௓ 1)㸪ᑿᒣ ໷ᾈ 2)㸪⏣ཎ ↫᪸ 2)㸪藤本 ೺ྖ 2)㸪ᆤ஭ ᱇Ꮚ 1)㸪 

  ᑠᕝ ࠶い 1)㸪神谷 カᗣ 1) 

  1)神ᡞ市看護大学㸪2)神ᡞ市立ᕤᴗ㧗➼ᑓ門学  ᰯ

 

7月18日（土） 15：00～16：30 ᇹ≛˟ئ≋ᄂ̲ܴ403≌ 

ȯーǯǷȧȃプ-1166 

WS-16 ଐஜ↝ችᅕᅹჃᜱ↝༵”ܷஜჇࠃ”↗ᛖ↼ⅵ⊡ችᅕᅹჃᜱ↚ⅹↀ↺ݣʴ᧙̞ᛯ↝ˡ১⊡ 

ὠ⏣ ဴஓۑ  1)㸪宮本 真巳 2) 

  1)ᅜ立精神࣭神経医療研究センター病院医療ほᐹ法病Ჷ㸪2)ඖட⏣医療大学看護学㒊 

 

7月18日（土） 15：00～16：30 第Ჳ会場（リȏーǵルܴA） 

ȯーǯǷȧȃプ-1177 

WS-17 բ᫆ໜ↚Ⴘⅻⅳⅼⅻ←↙⇈∑⇙∞∑̔܍ၐ⇁ৼⅷ↎ʴ↚ݣↈ↺⇟⇮−∙⇖⇟ↆↂⅵ↝ 

 Ⴣᜱ↝ܭბ↚Ӽↀ↎ʙ̊౨᚛ ⊦˟⊦⊦ᇰৼ↝˟≣JAPMHN36 

ె୕ 岡∦ۑ  1)㸪藤ཎ ⛱❶ 2)㸪渋谷 㝯ᖾ 3)㸪⸭⏣ Ṍ 4)㸪Ᏻ㔛 㡰Ꮚ 5)㸪⚟ᒣ ᩔᏊ 6) 

  1)୕㔜大学大学院㸪2)⸛㔛病院㸪3)リンクࡲࡣࡇࡼゼၥ看護ࢸࢫーࣙࢩン㸪 

  4)ゼၥ看護ࢸࢫーࣙࢩンみࡾࡢ㸪5)ACT-K ࡚ࡢࡇࡡゼၥ看護ࢸࢫーࣙࢩン㸪 

  6)ゼၥ看護ࢸࢫーࣙࢩン⫆ 

 

7月18日（土） 15：00～16：30 ᇹ10˟ئ≋ጀ፼ܴA≌ 

ȯーǯǷȧȃプ-1188 

WS-18 ∐⇻−⇕⇬⇉∙⇖↝˳  ᬴

‒ ⃬࢘ʙᎍ↗ૅੲᎍ↝˟ᛅᆰ᧓↚ᝅⅺ↙Ⅴ᧓Ⅵ↗ⅤئⅥ⇁↓ⅾ↺ↂ↗ ‒⃬

すụ ⤮⾰Ꮚۑ  1)㸪ᮎᏳ Ẹ⏕ 2)㸪ᖹᒾ ༓᫂ 3)㸪ᯇ本 ዉኸ 1) 

  1)රᗜ┴立大学看護学㒊㸪2)షᩍ大学看護学㒊㸪3)Ṋⶶ㔝大学看護学㒊 

 

7月19日（ଐ） 10：00～11：30 ᇹ≖˟ئ≋ᄂ̲ܴ302≌ 

ȯーǯǷȧȃプ-1199 

WS-19 Ⴣᜱؕܖᄽ૙Ꮛ・ችᅕჃᜱܱܖ፼↚ⅹↀ↺ဃ঺AI෇ဇ⇁ᎋⅷ↺ 

 ‒⃬ᐮ࠿ਦݰᎍ↗૙Ճ↝ң΁↚↷↺૙Ꮛܱោ↝ӧᏡ ‒ࣱ ‒⃬

㔝 ᑗᑛ⏣ۑ  1)㸪佐藤 ⨾ಖ 2)㸪ⱴ᰿ ᐶᏊ 3)㸪Ώ㎶ 純一 3)㸪ᑠᕝ ㈡᝴ 2)㸪ὸ἟ ▖ 4) 

  1)医療法人ᇸ友会ᇸ友ⲡຍ病院㸪2)ᮥᯘ大学ಖ೺学㒊看護学⛉看護学ᑓᨷ㸪 

  3)බ┈㈈団法人஭之㢌病院㸪4)᫛࿴医⛉大学ಖ೺医療学㒊看護学⛉ 
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7月19日（ଐ） 10：00～11：30 ᇹ≚˟ئ≋ᄂ̲ܴ402≌ 

ȯーǯǷȧȃプ-2200 

WS-20 ∇⇥ᛐჷ⇮−∞⇱∙⇖≋MCT≌⇁↱→↗៲ᡈ↚⃬↞ↇ↰ⅺ↎・ዓↀⅺ↎↝پ߻ 

⏣ۑ   ୖ༤႐ 1)㸪๎ໟ ࿴ஓ 2)㸪北㔝 㐍 3)㸪❑ ᜨᏊ 4)㸪▮㔝 ⿱ెᏊ 1,4) 

  1)宮ᓮ大学医学㒊看護学⛉㸪2)㤶ᕝ┴立ಖ೺医療大学ಖ೺医療学㒊看護学⛉㸪 

  3)ᮾ京㒔立病院ᶵᵓᮾ京㒔立ᯇἑ病院㸪4)宮ᓮ大学大学院看護学研究⛉ 

 

7月19日（ଐ） 10：00～11：30 ᇹ≛˟ئ≋ᄂ̲ܴ403≌ 

ȯーǯǷȧȃプ-2211 

WS-21 ችᅕჃᜱ᪸؏↚ⅹↀ↺᭗ܱࡇោჃᜱʙ̊౨᚛  ˟

 ≐ʙ̊⇁ᡫↇ↕ችᅕჃᜱݦᧉჃᜱࠖ↝࣬ᎋ↗Йૺ↝⇽∓⇡⇟⇁ӧᙻ҄ↈ↺∞ 

ᯇ村 㯞⾰Ꮚۑ  1,2)㸪୕஭ ╩Ꮚ 2,3)㸪㤿ሙ ⳹ዉᕫ 2,4)㸪本Ṋ ᩄᘯ 2,5)㸪㐲藤 ᜨ⨾ 2,6)㸪 

  ⓑ஭ ᩍᏊ 2,7)㸪ୗ㔝 ྐᏊ 2,8)㸪㧗木 ⨾Ṍ 2,9)㸪ᑠ㔝寺 ᝆᩯ 2,10)㸪Ἑ㔝 佐代Ꮚ 2,11)㸪 

  中村 ๰ 2,12)㸪寺岡 征太郎 2,13)㸪Ṋ⏝ ⓒᏊ 2,14) 

  1)大㜰ಙឡ学院大学㸪2)日本精神ಖ೺看護学会㧗ᗘᐇ㊶άື᥎㐍ጤဨ会㸪3)京㒔大学大学院㸪 

  4)大㜰බ立大学医学㒊㝃ᒓ病院㸪5)⇃本ಖ೺⛉学大学㸪6)ᶓ὾市立大学㝃ᒓ市Ẹ⥲ྜ医療センター㸪

  7)北㔛大学病院㸪8)ᅜಖ┤Ⴀ⥲ྜ病院ྩὠ中ኸ病院㸪 

  9)一般社団法人࣓ンタ࣏ࣝ࣊ࣝࢧࢫート஑ᕞゼၥ看護ࢸࢫーࣙࢩンアトラࢫ⚟岡㸪10)•༡医療大学㸪

  11)៞᠕⩏ሿ大学病院㸪12)ト࢟ࣀᰴᘧ会社㸪13)帝京大学㸪14)大㜰大学大学院 

 

7月19日（ଐ） 10：00～11：30 第Ჳ会場（リȏーǵルܴA） 

ȯーǯǷȧȃプ-22 

WS-22 ችᅕ̬ͤჃᜱ↝૙Ꮛ・ܱោ↖෇ⅺↈ⇭⇞⇥∑⇪∞∑ 

‒ ⃬૙Ꮛ・ᄂ̲↝ྵئⅺ↸ᙸⅷ↕ⅼ↎ↂ↗ ‒⃬

⨾ሯ 真▼ۑ  1)㸪岡⏣ ెャ 1)㸪ᐊ஭ ្ 2,3)㸪⻏㡲㈡ ᬛᏊ 4)㸪Ặᐙ ዲ㔝 5) 

  1)ᅜ㝿医療⚟♴大学ᡂ⏣看護学㒊看護学⛉㸪2)⟃Ἴ大学㧗➼研究院（TIAR）㸪 

  3)ᅜ㝿⤫ྜ╧╀医⛉学研究ᶵᵓ（WPI-IIIS）㸪 

  4)ᆅ᪉⊂立⾜ᨻ法人ᮾ㔠஑十஑㔛ᆅᇦ医療センターᮾ༓ⴥ࣓ࣝ࢝࢕ࢹセンター㸪5)ᰴᘧ会社Plusbase 

 

7月19日（ଐ） 10：00～11：30 ᇹ10˟ئ≋ጀ፼ܴA≌ 

ȯーǯǷȧȃプ-2233 

WS-23 Ⴣᜱ૙Ꮛ↚ⅹↀ↺ⅤσӷоᡯⅥ↗↞≢ ⅱ↙↎↝ྵענ⇁ɟደ↚ᄩᛐↆ↕↮↭↊⇂ⅺ 

村 ె代Ꮚ▼ۑ  1)㸪▼ᕝ ῟ 2)㸪㯮㧥 ᜨ 3)㸪༓ࠎᒾ 友Ꮚ 4)㸪ᒣᓮ ᑗᒎ 2) 

  1)ᅜ㝿医療⚟♴大学ᑠ⏣ཎಖ೺医療学㒊看護学⛉㸪2)┦ㄯ支援事ᴗᡤ࣏ࢧートセンターࡏ࠿࡞㸪 

  3)⚟岡大学医学㒊看護学⛉㸪4)⚟岡ᅜ㝿医療⚟♴大学看護学㒊看護学⛉ 
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7月19日（ଐ） 12：50～14：20 ᇹ≕˟ئ≋ᄂ̲ܴ301≌ 

ȯーǯǷȧȃプ-2244 

WS-24 ⇔∉∙⇼∑ሁ̔܍ၐ↚ⅹↀ↺ܼଈૅੲ↝ⅱ↹૾⇁ᎋⅷ↷ⅵ 

᭷㔛 ⏣ྜྷۑ  1)㸪㎮ぢ ⏤紀Ꮚ 1)㸪村  ୖ⠜紀 2)㸪ྜྷ஭ ࢁࡦᏊ 3) 

  1)බ┈社団法人ࢠャンブࣝ౫Ꮡ⑕ၥ㢟ࡿ࠼⪄ࢆ会ࢠャンブࣝ౫Ꮡ⑕者ࢆᐙ᪘࡟ᣢࡘNs㒊会㸪 

  2)බ┈社団法人ࢠャンブࣝ౫Ꮡ⑕ၥ㢟ࡿ࠼⪄ࢆ会ᙜ事者支援㒊㸪3)㛵すᅜ㝿大学ಖ೺医療学㒊 

 

7月19日（ଐ） 12：50～14：20 ᇹ≖˟ئ≋ᄂ̲ܴ302≌ 

ȯーǯǷȧȃプ-2255 

WS-25 CAT-Cognitive Adaptation Training≋ᛐჷᢘࣖ⇮−∞⇱∙⇖≌⇁ဇⅳ↎᣻ࡇⅺ↓ 

 ॸࣱችᅕ၌धधᎍ↝ע؏ᆆᘍ・ܭბૅੲ↝ܱᨥ 

ᕝ⏣ 㝧Ꮚۑ  1)㸪Ṋ⏝ ⓒᏊ 2)㸪᳃ ࠿࡝ࡲ 3)㸪∾㔝 ⪔ḟ 1)㸪ୗ㏻ 友⨾ 1)㸪市ᕝஂ⨾Ꮚ 2) 

  1)⁠㈡┴立大学人㛫看護学㒊㸪2)大㜰大学大学院医学⣔研究⛉ಖ೺学ᑓᨷ㸪 

  3)ジミーゼၥ看護ࢸࢫーࣙࢩン 

 

7月19日（ଐ） 12：50～14：20 ᇹ≚˟ئ≋ᄂ̲ܴ402≌ 

ȯーǯǷȧȃプ-2266 

WS-26 “ஜൢ↖”͒ྸ⇑∙⇻⇇−∙⇟⇁ܭბↄ↊↺↎↰↚ 

‒ ⃬͒ྸ⇁ᛖ↹↳ↈⅾↈ↺ኵጢ᫘ם⇁Ⴘਦↆ↕ ‒⃬

本Ṋ ᩄᘯۑ  1,9)㸪前⏣ ឡ 2,9)㸪ᑠ಴ ᆂ௓ 3,9)㸪෠ᶔ ๛Ύ 4,9)㸪ⴱ島 ៅ࿃ 5,9)㸪す ᑗᕼ 6,9)㸪 

  ᯈ  ʟᮒ㯞␃ 7,9)㸪㧗木 ⨾Ṍ 8,9) 

  1)⇃本ಖ೺⛉学大学㸪2)᫛࿴医⛉大学ᶓ὾市北㒊病院㸪 

  3)㡰ኳᇽ大学医学㒊㝃ᒓᾆᏳ病院デ療㒊࣓ンタࣝクリࢵࢽク㸪4)医療法人社団✚ಙ会長谷ᕝ病院㸪 

  5)宮ᓮ┴立看護大学看護学㒊㸪6)帝京大学医療ᢏ術学㒊看護学⛉㸪 

  7)ῄᚨ大学看護ᰤ㣴学㒊看護学⛉㸪 

  8)一般社団法人࣓ンタ࣏ࣝ࣊ࣝࢧࢫート஑ᕞゼၥ看護ࢸࢫーࣙࢩンアトラࢫ⚟岡㸪9)ࡢࡲࡄࡇ会 

 

7月19日（ଐ） 12：50～14：20 ᇹ≛˟ئ≋ᄂ̲ܴ403≌ 

ȯーǯǷȧȃプ-2277 

WS-27 ⇝∅∋−∞⇝∍∙૙Ꮛ↗DX⇁෇ဇↆ↎૙Ꮛܱោ 

 㸪中ᓮ ᜨ理ᤫࡉ࠿ࡘ 佐藤 ྐᩍ㸪中㔝 ༓ᜨᏊ㸪佐藤ۑ 

  ᒾᡭ┴立大学看護学㒊看護学⛉ 
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7月19日（ଐ） 12：50～14：20 第Ჳ会場（リȏーǵルܴA） 

ȯーǯǷȧȃプ-2288 

WS-28 ↂↂ↼↝ྸᚐⅺ↸⇗⇈⇁ݰⅾʙ̊౨᚛  ˟

ᑠᯘ ಙۑ  1,7)㸪㡲藤 බ⿱ 2,7)㸪神⃝ 尚฼ 3,7)㸪寺岡 征太郎 4,7)㸪寺⏣ ⨾ᶞ 1,7)㸪๎村 Ⰻ 5,7)㸪 

  ⏣  ୖ⨾༓ె 6) 

  1)ᮾ京医⛉大学医学㒊看護学⛉㸪2)医療法人ឡ精会࠶いࡏい紀ᖺ病院㸪 

  3)ᮾ京㒔立大学೺ᗣ⚟♴学㒊看護学⛉㸪4)帝京大学医療ᢏ術学㒊看護学⛉㸪 

  5)医療法人㈈団㟷⁇会㥖木㔝病院㸪6)༓ⴥ大学大学院看護学研究院㸪7)精神看護ケア᳨ウ会事ົᒁ 

 

7月19日（ଐ） 12：50～14：20 ᇹ10˟ئ≋ጀ፼ܴA≌ 

ȯーǯǷȧȃプ-2299 

WS-29 ̖͌ᚇ↝ӧᙻ҄⇪∞∑Ⅶ⇐⇥∕ॖ࣬ൿܭ⇒⇊⇯Ⅷ⇁̅→↕⇭⇉⇝⇞∍∙・⇙∞⇧∙⇖⇁

 ˳᬴ↆ↕↮↷ⅵ≆ 

㟷木 ⿱ぢۑ  1)㸪⚟島 㙾 2)㸪宮ཎ ៞Ụ 3) 

  1)⪷㊰ຍᅜ㝿大学大学院看護学研究⛉㸪2)⪷㊰ຍᅜ㝿大学大学院看護学研究⛉༤ኈᚋᮇㄢ⛬㸪 

  3)NTTᮾ日本㛵ᮾ病院 

 

7月19日（ଐ） 14：30～16：00 ᇹ≕˟ئ≋ᄂ̲ܴ301≌ 

ȯーǯǷȧȃプ-3300 

WS-30 ችᅕჃᜱ↖ឪↂ↺Ⅴࣦ↹Ⅵ↝ྸᚐ↗˄ⅼӳⅳ૾⇁ܖ↥ 

℈ᑠἨ ♸㈗㸪⠈ ᐀一㸪佐藤 ᾈ一㸪ۑ   ཱྀ᝷  ๎

  㟼岡┴立大学看護学㒊 

 

7月19日（ଐ） 14：30～16：00 ᇹ≖˟ئ≋ᄂ̲ܴ302≌ 

ȯーǯǷȧȃプ-3311 

WS-31 ᐮ࠿ᘍѣЎௌ⇁ဇⅳ↎ችᅕჃᜱ↝ᐮ࠿Йૺ⇁˳᬴ↆ↷ⅵ 

ຍ藤 ᏹබۑ  1)㸪ᰗ⃝ ༤紀 2)㸪大℧ ᫂Ꮚ 3)㸪す⏣ ♸紀 4)㸪ඤ⋢ ၿ᫂ 1)㸪中஭ 理㈡ 1) 

  1)ឡ▱┴立大学看護学㒊㸪2)医療法人ᱜ᱇会≟ᒣ病院ᚰ理ᐊ㸪3)⁠㈡┴立精神医療センター看護㒊㸪

  4)୕㔜大学医学㒊医学࣭看護学ᩍ⫱センター 

 

7月19日（ଐ） 14：30～16：00 ᇹ≚˟ئ≋ᄂ̲ܴ402≌ 

ȯーǯǷȧȃプ-32 

WS-32 ࡊܼ↗ఄܖ⇁↓↙ⅿδᇜችᅕᅹᚧբჃᜱ↝ࢫл 

 ‒⃬Ҕၲ・૙Ꮛ・ဃ෇⇁್ૺↈ↺ܱោⅺ↸ᎋⅷ↺‒  ⃬
㰻藤 ㏱ۑ  1)㸪鈴木 㱟⏕ 2,3,4) 

  1)ケアプロᰴᘧ会社ࣙࢩートケー࢟ゼၥ看護ࢸࢫーࣙࢩン㸪 

  2)ᒣᙧ┴立ಖ೺医療大学ಖ೺医療学㒊看護学⛉㸪3)いࡿࡲࡕゼၥ看護ࢸࢫーࣙࢩン㸪 

  4)一般社団法人日本精神⛉ゼၥ看護༠会 
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7月19日（ଐ） 14：30～16：00 ᇹ≛˟ئ≋ᄂ̲ܴ403≌ 

ȯーǯǷȧȃプ-33 

WS-33 ၏ᨈɼݰችᅕᅹ⇈⇌⇮∐∞⇧↝ӕ↹ኵ↮↗ܱោ 

෠ᶔ ๛Ύۑ  1)㸪෠Ọ ె代 2)㸪ᡂ宮 純ᖹ 1) 

  1)医療法人社団✚ಙ会長谷ᕝ病院㸪2)࠾うࡕゼၥ看護ࢸࢫーࣙࢩンす᪂஭ 

 

7月19日（ଐ） 14：30～16：00 第Ჳ会場（リȏーǵルܴA） 

ȯーǯǷȧȃプ-3344 

WS-34 ᐯൈⅻឪⅼ↎ئӳ↝⇟⇥⇩⇻ૅੲ↚࣏ᙲ↙ჷᜤ↗ኵጢ˳С 

‒ ⃬∃⇟⇮⇿∙⇝∍∙↝ܱᘺ↗ܭბ↚Ӽↀ↕ 

ᑠᒣ 㐩ஓۑ  1)㸪Ἑ㔝 佐代Ꮚ 2)㸪北㔝 㐍 3)㸪⏣ᔱ 佐▱Ꮚ 4)㸪⏣中 ᾈ஧ 5)㸪⏣ஂಖ ⨾༓代 6) 

  1)ᮾ京医⛉大学医学㒊看護学⛉㸪2)៞᠕⩏ሿ大学看護医療学㒊㸪 

  3)ᆅ᪉⊂立⾜ᨻ法人ᮾ京㒔立病院ᶵᵓᮾ京㒔立ᯇἑ病院㸪4)ඖ࣍࢘࢝ンTOKYOᩍ⫱࣭研究௻⏬㒊㸪 

  5)㔠ἑ大学医⸆ಖ೺研究ᇦಖ೺学⣔㸪6)៞᠕⩏ሿ大学大学院೺ᗣ࣐ࢿジ࣓ント研究⛉ᚋᮇ༤ኈㄢ⛬ 

 

7月19日（ଐ） 14：30～16：00 ᇹ10˟ئ≋ጀ፼ܴA≌ 

ȯーǯǷȧȃプ-3355 

WS-35 ችᅕᅹჃᜱࠖ↝↎↰↝∄⇊∙⇯⇻∑⇳⇟↗⇙∙⇷⇩⇝∍∙≐⇗⇈ↈ↺ʴ⇁ૅⅷ⅚ 

 ឋ↝᭗ⅳჃᜱܱោ↧ 

佐藤 ᑀᏊۑ  1)㸪⥳ᕝ ⥤ 2)㸪⛅ᒣ ⨾紀 3) 

  1)ᾷᕝ࢟リࢫトᩍ病院㸪2)៞᠕⩏ሿ大学看護医療学㒊㸪3)Ṋⶶ㔝大学࢘ェࣝࣅー࢖ンࢢ学㒊 
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◆ɟᑍ演᫆ ӝ演 

7月18日（土） 10：30～11：45 第Ხ会場（研̲ܴ305） 

ɟᑍ演  ᫆ ӝ演第１፭ 地域ဃ෇支援と家族支援 

座長：᫂㛫 ṇ人（ྜྠ会社coraticumゼၥ看護ࢸࢫーࣙࢩンsola） 

   すụ ⤮⾰Ꮚ（රᗜ┴立大学看護学㒊） 

O1-01 精神科デイケアをМဇする精神၌धをもƭ人のࠎஓに໰ໜをあてた看護ܱោの౨᚛ 

ۑ   ᫍᩗᏊ 1)㸪⎩ᓮ ㈗㞝 2) 

  1)Ἀ⦖┴立看護大学大学院ಖ೺看護学研究⛉㸪2)Ἀ⦖┴立看護大学 
 

O1-02 地域でဃ෇する精神၌धをஊする人のއ場৑ज़とǽーǷȣルǹǭルとの᧙ᡲ 

␃⸄ ␊ᘅۑ  1)㸪鈴木 ⨾ኸ 2)㸪⏣  ୖ⨾༓ె 2) 

  1)༓ⴥ大学医学㒊㝃ᒓ病院看護㒊㸪2)༓ⴥ大学大学院看護学研究院 
 

O1-03 精神科訪問看護でМဇᎍと家族がӷࠗする場᩿における家族支援のϋ  ܾ

 ー精神科訪問看護ࠖǁのインǿȓȥーᛦ௹ー 

ᶓᒣ ឡࠐ  1)㸪᳃ 真႐Ꮚ 2)㸪ᯇᾆ ె代 2) 

  1)ゼၥ看護ࢸࢫーࣙࢩンࣗࢹーンከᦶ㸪2)ᅜ立看護大学  ᰯ
 

O1-04 精神၏࠿にλᨈとなったᐯൈ未᡾धᎍの家族が൭める支援 

ᑠۑ   ᳚༤⨾ 

  බ┈㈈団法人ᫍ⥲ྜ病院ᫍࣨୣ病院 
 

O1-05 精神ᨦがいᎍをケアする家族のǹトȬǹݣϼに᧙するȊラȆǣȖȬȓȥー  

 ～ᬍރɟᝦज़ᙾ（Sense of coherence）にბ目して～ 

㧗ۑ   ʟⱥ❶ 1)㸪本⏣ ග 2) 

  1)札幌市中ኸ༊ᙺᡤ㸪2)札幌市立大学 

 

7月18日（土） 10：30～11：15 第Ჰ会場（講ؘ） 

ɟᑍ演  ᫆ ӝ演第２፭ 看護学ဃと᭗ࡇ看護ܱោĬ 

座長：༓ⴥ 理ᜨ（京㒔大学大学院医学研究⛉） 

   ᒣ岡 ⏤ᐇ（大㜰医⛉⸆⛉大学） 

O2-02 看護学ဃをݣᝋとしたトラǦȞインȕǩームȉケアѣဒ学፼プログラムのјௐ౨ᚰ:  

 Эࢸൔ᠋ᚾ  ᬴

ᑠす ඃḷۑ  1)㸪ᅵ⫧ ᪩⛥ 2)㸪ὸ岡 ⣫Ꮨ 2)㸪宮本 ᭷紀 1)㸪谷  ཱྀ㯞ᕼ 3) 

  1)ᮾ京大学大学院医学⣔研究⛉精神看護学ศ㔝㸪 

  2)ᮾ京大学大学院医学⣔研究⛉精神ಖ೺学ศ㔝㸪 

  3)ᮾ京⛉学大学大学院ಖ೺⾨⏕学研究⛉精神ಖ೺看護学ศ㔝 
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O2-04 精神၌धをもƭ人の問᫆ᘍѣが᫋҄נしᡈᨩ˰ൟからᒊऴがみられるཞඞにݣする 

 保健ࠖの支援プロǻǹ 

ᒣۑ   ཱྀ༓ኟ㸪長ᒣ ㇏㸪大Ụ 真人 

  㔠ἑ医⛉大学 
 

O2-05 ࣱ࣯஖ዮӳ၏ᨈにおける精神科リエǾンʼλのܱ७とᛢ  ᫆

� Üૼᙹʼλधᎍの量的ЎௌにؕƮƘ౨᚛Ü�

 ᮾ谷 ᩗ௓ۑ 

  බ立大学法人札幌市立大学看護学㒊 

 

7月18日（土） 13：20～14：35 第Ხ会場（研̲ܴ305） 

ɟᑍ演  ᫆ ӝ演第３፭ 精神科૔࣯とࣱ࣯஖における看護 

座長：Ỉ㔝 ᜨ理Ꮚ（㡰ኳᇽ大学大学院医療看護学研究⛉） 

   ụ⏣ ᬛ（第一⸆⛉大学看護学㒊） 

O3-01 精神၌धをွƏࣱ࣯஖ʙ̊におけるᜩݑӏƼ保健৑のИѣࣖݣにݣするᛐᜤのᢌい 

 Ყ࢘ʙᎍの人ೌにᣐॾしたό๖なᡲઃにӼけて 

木村 ዡۑ  1)㸪本⏣ ග 2) 

  1)医療法人㔜ோ会大谷ᆅ病院㸪2)බ立大学法人札幌市立大学看護学㒊 
 

O3-02 精神科૔࣯ʙ७における看護ࠖのᐮ࠿ЙૺのಒࣞЎௌ Üܭ፯ࣱޓのଢᄩ҄Ü�

㟷木 ᙬ㤶ۑ  1,2)㸪ຍ藤木 真ྐ 1)㸪Ỉᡞ ඃᏊ 1) 

  1)神ዉᕝ┴立ಖ೺⚟♴大学大学院ಖ೺⚟♴学研究⛉㸪2)㔠ἑᩥᗜ࢚ーࣝクリࢵࢽク 
 

O3-03 ʖ஖ƤƵዬࣱ࣯の᭗い៲˳的඙療のために˂၏౐から支援にあたった精神科看護ࠖの 

 ᩊज़׉ 

 㧗㔝 ⩧Ꮚۑ 

  医療法人㈈団㟷⁇会ࡢࡂࡲࡇゼၥ看護ࢸࢫーࣙࢩンኳ㤿北㔝事ᴗᡤ 
 

O3-04 ૔࣯ٳ来看護ࠖが精神၌धधᎍࣖݣでৼえる׉ᩊज़とᐯࠁјщज़  

� Ü精神保健看護とのң΁にӼけた౨᚛Ü�

 ࠿࡝ࡲ ᳃ۑ 

  大㜰大学大学院医学⣔研究⛉ಖ೺学ᑓᨷ㸪社会医療法人Ύᜨ会Ύᜨ会病院 
 

O3-05 ࣱ࣯஖၏ᨈǁλᨈɶのアルȄȏイȞー׹ᛐჷၐをˤƏ大ᐅᭌᡈˮᢿᭌ৵धᎍの 

 ಒଐリǺムზ჈ᨦܹをʖ᧸する看護ܱោのܱ७にƭいてのインǿȓȥーᛦ௹ 

市ẟ ᬛెᏊۑ  1,2)㸪ụෆ ᙲᏊ 3)㸪長谷ᕝ 㝧Ꮚ 3)㸪⚟⏣ 大♸ 3) 

  1)Ⲉᇛ┴立中ኸ病院㸪2)ᖖ☬大学大学院看護学研究⛉ಟኈㄢ⛬㸪3)ᖖ☬大学看護学㒊 
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7月18日（土） 13：20～14：35 第Ჰ会場（講ؘ） 

ɟᑍ演  ᫆ ӝ演第Ხ፭ ၏౐における看護ܱោとᛢ  ᫆

座長：Ἑ㔝 ఙᏊ（ᶓ㡲㈡ඹ済病院） 

   ⏣中 ᾈ஧（㔠ἑ大学医⸆ಖ೺研究ᇦಖ೺学⣔） 

O4-01 医療ᚇݑඥ小ᙹ఍́ᚨ׹၏౐における看護ࠖのྵཞとᛢ  ᫆

 佐藤 ᾈ一㸪⠈ ᐀一ۑ 

  㟼岡┴立大学看護学㒊看護学⛉ 
 

O4-02 精神科၏౐におけるǵȝートプラン（̾別支援ᚘဒ） 

 ー目೅ᚨܭにბ目した၏౐別のᚡᡓ的Ўௌー 
ᶫ∎ ༟ۑ  1)㸪ᩪ藤 ⳯ዉᐇ 1)㸪㧗  ʟ㥴భ 1)㸪୸ᒣ ⏤⨾Ꮚ 1)㸪ᫍ㔝 洋Ꮚ 2) 

  1)医療法人ᓫᚨ会⏣宮病院㸪2)ࡋ࡞ 
 

O4-03 精神科၏౐におけるǵȝートプラン（̾別支援ᚘဒ） 

 ー開ႆとݰλᢅᆉに᧙するܱោإԓー 

㧗ۑ   ʟ㥴భ 1)㸪ᩪ藤 ⳯ዉᐇ 1)㸪ᶫ∎ ༟ 1)㸪୸ᒣ ⏤⨾Ꮚ 1)㸪ᫍ㔝 洋Ꮚ 2) 

  1)社会医療法人ᓫᚨ会⏣宮病院㸪2)ࡋ࡞ 
 

O4-04 かかǘりの঺ᇌが׉ᩊな長஖λᨈधᎍとの᧙ࣱ̞のᢅ҄٭ᆉにおける精神科看護ࠖの 

 看護ܱោ 

中 ༓ᬗ⏣ۑ  1)㸪市ᕝ ஂ⨾Ꮚ 2)㸪ຍ藤 ᭷ⰼ 2)㸪ᕝᓮ ⤮㔛㤶 2)㸪Ṋ⏝ ⓒᏊ 2) 

  1)࣓リーリࣅࣁリゼၥ看護ࢸࢫーࣙࢩン㸪2)大㜰大学大学院医学⣔研究⛉ಖ೺学ᑓᨷ 
 

O4-05 A精神科၏ᨈ៲˳ӳ́ၐ၏౐における ACPܱោにӼけたᛢ᫆のଢᄩ  ҄

Ꮩ∎ 㟹Ꮚۑ  1)㸪⚟⏣ 大♸ 2)㸪長谷ᕝ 㝧Ꮚ 2)㸪ụෆ ᙲᏊ 2) 

  1)医療法人ᆂឡ会日立ᱵࣨୣ病院看護㒊㸪2)学ᰯ法人ᖖ☬大学大学院看護学研究⛉ 

 

7月18日（土） 15：00～16：30 第Ხ会場（研̲ܴ305） 

ɟᑍ演  ᫆ ӝ演第Ჯ፭ ٳ来看護と看護ࠖǁのݦᧉ的支援 

座長：ⓑ஭ ᩍᏊ（北㔛大学病院） 

   中ᡞᕝ ᪩ⱑ（北㔛大学೺ᗣ⛉学㒊） 

O5-01 精神保健᪸域でѮѦする看護ࠖのǽーǷȣルȯーǯに᧙する学፼とܱោにƭいてのᛦ௹

� ÜインǿȓȥーにǑる質的研究Ü�

㔝 ⿱ెᏊ▮ۑ  1)㸪㰺藤 㝧⳯ 2)㸪⏣  ୖ ༤႐ 1) 

  1)宮ᓮ大学医学㒊看護学⛉㸪2)一宮す病院 
 

O5-02 Əƭ၏ׅࣄ஖にある人のϋ஌඙療に᧙するσӷॖ࣬ൿܭを̟ᡶする看護᩿੗のஊјࣱの 

 ౨ᚰ 
 ỤἼᡞ ࿴Ꮚۑ 

  帝京ᖹᡂ大学ࣗࣄー࣐ンケア学㒊看護学⛉ 



プ
ロ
グ
ラ
ム

―39―

O5-03 A精神科၏ᨈٳ来におけるž看護ǫǦンǻリングſのܱោ的ӕりኵみ 

 ～これǇでのਰりᡉりと今ࢸのႆޒにӼけて～ 

みࡿ ᰙᒣۑ  1)㸪୐⃝ ᗈ 1)㸪守村 洋 2) 

  1)医療法人社団五稜会病院㸪2)札幌市立大学看護学㒊 
 

O5-04 精神科ٳ来看護ࠖにǑるधᎍからのᩓᛅǁのࣖݣのプロǻǹ  

� Üᩓᛅࣖݣがͣ๛するプロǻǹに໰ໜを࢘ててÜ�

♸ᕝ澄 大ۑ  1)㸪᳃ 真႐Ꮚ 2) 

  1)ゼၥ看護ࢸࢫーࣙࢩンࡂࢁࡘࡃ㸪2)ᅜ立看護大学  ᰯ
 

O5-05 精神科ٳ来看護ࠖにǑる精神ᨦܹᎍǁの඙療ɥのᢠ৸に᧙するॖ࣬ൿܭ支援のܱᨥ 

 ኳ谷 ྐᶞ㸪神⃝ 尚฼㸪ᒣୗ 真⿱Ꮚۑ 

  ᮾ京㒔立大学大学院人㛫೺ᗣ⛉学研究⛉ 
 

O5-06 AჄϋの૔࣯医療にࢼʙする看護ࠖのᐯൈ˖׋धᎍにݣする࣬考・ज़ऴǁのݣϼに 

 ƭいて（第ɟإ） 

㧗ۑ   ʟṇᶞ㸪Ḟࣀୗ 㑳Ꮚ㸪ᒣ本 勝  ๎

  札幌ಖ೺医療大学看護学⛉ 

 

7月18日（土） 15：00～16：30 第Ჰ会場（講ؘ） 

ɟᑍ演  ᫆ ӝ演第Ჰ፭ 看護ࠖのኺ᬴とǭȣリア支援 

座長：᳃ 真႐Ꮚ（ᅜ立看護大学ᰯ） 

   ℈⏣ ⏤紀（ᮾ京ዪᏊ医⛉大学） 

O6-01 ໯щज़をৼえながらも精神科ॸࣱ஖၏౐でȢȁșーǷȧンをዜਤしたɶؙ看護ࠖのኺ  ᬴

藤 ♸大ఀۑ  1)㸪岡⏣ ెャ 2)㸪᰿本 友ぢ 3) 

  1)ᅜ㝿医療⚟♴大学大学院㸪2)ᅜ㝿医療⚟♴大学ᡂ⏣看護学㒊看護学⛉㸪 

  3)ᅜ㝿医療⚟♴大学ᡂ⏣看護学㒊 
 

O6-02 看護ࠖのȯーǯ・エンǲイジメントとᡶ学ॖഒおǑƼ研̲のӋьׅૠの᧙ᡲ 

Ỉ㔝 ⍆㡢ۑ  1)㸪Ᏻಖ ᐶ᫂ 1)㸪᪂宮 洋之 1,2)㸪㧗谷 ᪂ 1)㸪佐ࠎ木 ࿴ᐇ 3) 

  1)ᒣᙧ┴立ಖ೺医療大学㸪2)いࡿࡲࡕゼၥ看護ࢸࢫーࣙࢩン㸪3)ᒣᙧ市立病院済⏕㤋 
 

O6-03 精神科看護ࠖのȯーǯ・エンǲイジメントと࣎ྸ的ܤμࣱの᧙ᡲ 

大ᒾ ♸ဢۑ  1)㸪㤶᭶ ᐩኈ日 2) 

  1)医療法人ඵ誠会ࡲࡸࡾࡶ⥲ྜᚰ療病院㸪2)名古屋市立大学大学院看護学研究⛉ 
 

O6-04 精神科をИ˓とする看護ࠖのɟᑍᚮ療科ီѣࢸのኺ᬴と࣏ᙲな支援 

ྖ  木ඖۑ 

  ᒾᡭಖ೺医療大学看護学㒊看護学⛉ 
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O6-05 ᩉᎰしたૼ人看護ࠖが看護Ꮀをዒዓすることができた࣎ྸ的プロǻǹ 

᪸ ᑠሟۑ  1)㸪守村 洋 2)㸪渋谷 友紀 2) 

  1)北海道大学病院看護㒊㸪2)札幌市立大学看護学㒊 
 

O6-06 ɟᑍ၏ᨈ3ࣱ࣯஖精神科၏౐にѮѦするૼҡ看護ࠖが支えられているとज़じた 

 έ᠚看護ࠖの᧙ǘり 

佐藤 Ꮥ紀ۑ  1)㸪᰿本 友ぢ 2)㸪岡⏣ ెャ 2) 

  1)ᮾ京ឿᜨ会医⛉大学㝃ᒓ病院看護㒊㸪2)ᅜ㝿医療⚟♴大学ᡂ⏣看護学㒊 

 

7月19日（ଐ） 10：00～11：30 第Ხ会場（研̲ܴ305） 

ɟᑍ演  ᫆ ӝ演第Ჱ፭ 看護ࠖの࣎ྸ的支援と教育的支援 

座長：๎村 Ⰻ（医療法人㈈団㟷⁇会㥖木㔝病院看護㒊） 

   ▼ᕝ ࡾ࠾࠿（ᒱ㜧┴立看護大学） 

O7-01 大学၏ᨈ精神科၏౐における看護ࠖのᓹᕲと࣎ྸ的ܤμࣱの᧙ᡲನᡯ 

 ～ȁームȀイȊȟǯǹと看護ܱោに໰ໜをあてて～ 
佐藤 㧗ஓۑ  1)㸪ⱝᮡ ៞Ⴙ 3)㸪㧗木 ⿱ᶞ 1)㸪㥖஭ 㤶代Ꮚ 1)㸪木ෆ ຬభ 1)㸪⏣㎶ ᭷理Ꮚ 2)㸪 

  ᒣ⏣ ඾Ꮚ 2) 

  1)ᶓ὾市立大学㝃ᒓ市Ẹ⥲ྜ医療センター㸪2)ᶓ὾市立大学医学㒊看護学⛉㸪 

  3)神ዉᕝᕤ⛉大学೺ᗣ医療⛉学㒊看護学⛉ 
 

O7-02 看護ࠖをݣᝋにしたWellness Recovery Action Plan (WRAP）のјௐ౨ᚰ 

 -໯˺ໝ҄ൔ᠋ᚾ᬴にǑる౨᚛- 
ᒣ ኊ▮ۑ  1)㸪ⓗሙ ᆂ 1)㸪Ᏻಖ ᐶ᫂ 2)㸪藤⏣ ⱱ἞ 3) 

  1)㛵す医⛉大学㸪2)ᒣᙧ┴立ಖ೺医療大学㸪3)ゼၥ看護ࢸࢫーࣙࢩンࡾすࡓーと 
 

O7-03 ᚕ語的୧щをӖけた精神科ᒉ৖看護ࠖのᨏࣱज़ऴを˯ถするためのᨼׇᛐჷᘍѣ療ඥ 

 プログラムのјௐ౨᚛：ฆӳ研究ඥ 
とࡉࡕ ⏣㔜ۑ  1)㸪᰿本 友ぢ 2)㸪岡⏣ ెャ 2) 

  1)ᅜ㝿医療⚟♴大学大学院医療⚟♴学研究⛉㸪2)ᅜ㝿医療⚟♴大学ᡂ⏣看護学㒊 
 

O7-04 看護ࠖがケア場᩿で˳᬴するࣦりとɥ৖に˄きӳƏためのプログラムの౨᚛ 

ᅵ஭ Ⰻᜨۑ  1)㸪ᕝ⏣ ⨾࿴ 2) 

  1)රᗜ┴立ᑽᓮ⥲ྜ医療センター㸪2)රᗜ┴立大学 
 

O7-05 精神看護ݦᧉ看護ࠖ・精神科ᛐܭ看護ࠖの精神科看護ࠖǁのᛐჷᘍѣ療ඥの၏ᨈϋでの

 教育のپ߻とᛢ  ᫆
佐藤 㟹Ꮚۑ  1)㸪岡⏣ ెャ 2) 

  1)一般㈈団法人精神医学研究ᡤ㝃ᒓᮾ京Ṋⶶ㔝病院㸪2)ᅜ㝿医療⚟♴大学ᡂ⏣看護学㒊 
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O7-06 看護ࠖがؾမࣱȑーǽȊリȆǣᨦܹधᎍと援я᧙̞をನሰするための学፼プログラムの

 ౨᚛Ყࡰᚰඥ的ᘍѣ療ඥにおけるžᛐᚰſをဇいてᲧ 
 す∾ ┤人ۑ 

  ᰴᘧ会社CAREGゼၥ看護ࢸࢫーࣙࢩンࡃࢇࡾ 

 

7月19日（ଐ） 10：00～11：15 第Ჰ会場（講ؘ） 

ɟᑍ演  ᫆ ӝ演第Ჲ፭ δᇜ・࣬ବ஖ 

座長：ᰘ⏣ 真紀（北㔛大学看護学㒊） 

   長ᒣ ㇏（㔠ἑ医⛉大学） 

O8-01 ႆᢋᨦܹδの学፼ȋーǺとそれにݣする訪問看護ࠖの支援のᛐᜤ 

㐶㸪Ᏻಖ ᐶ ⏣ྜྷۑ   ᫂

  ᒣᙧ┴立ಖ೺医療大学ಖ೺医療学㒊看護学⛉ 
 

O8-02 精神科訪問看護ࠖにǑるᐯ᧍ǹȚǯトラムၐをもƭ࣬ବ஖のδᇜの地域ဃ෇を支援する

 プロǻǹ 

ᑠἨ ᛌۑ  1)㸪℩ᡞ屋 ᕼ 2) 

  1)ゼၥ看護ࢸࢫーࣙࢩンࣁࣘ࢖ࣞࢯートケア㸪2)⪷㊰ຍᅜ㝿大学 

 

O8-03 δᇜ・࣬ବ஖において精神科᧍ᦋ၏౐ǁのλᨈ˳᬴をஊした঺人の語るライȕ 

 ǹトーリー 
⥳ᑠᒣෆ ⴌۑ  1)㸪ཎ⏣ ⏤㤶 2)㸪⃝⏣ いࡎみ 2) 

  1)札幌医⛉大学大学院ಖ೺医療学研究⛉看護学ᑓᨷ㸪2)札幌医⛉大学ಖ೺医療学㒊看護学⛉ 
 

O8-04 ༌ጀ看護ࠖがδᇜ精神科ᡚᨈࢸのधδǍ家族にܱោするٳ来看護ケアのϋ  ܾ

ᰗᇼ ၏ۑ  1)㸪▼村 ె代Ꮚ 2)㸪ᑠᯘ みࡺき 3) 

  1)ᅜ立೺ᗣ༴ᶵ⟶理研究ᶵᵓᅜ立ᅜᗓྎ医療センター㸪 

  2)ᅜ㝿医療⚟♴大学ᑠ⏣ཎಖ೺医療学㒊看護学⛉㸪3)ᅜ㝿医療⚟♴大学ᡂ⏣看護学㒊看護学⛉ 
 

O8-05 精神科૔࣯・ࣱ࣯஖၏౐のɶؙ看護ࠖにǑるႆᢋᨦܹにወӳڂᛦၐをӳ́したधᎍǁの

 ჷの質的研究࠿ᐮ：ࣖݣ 

 ᯘ ᕊۑ 

  ὸ㤶ᒣ病院 
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7月19日（ଐ） 12：50～13：50 第Ხ会場（研̲ܴ305） 

ɟᑍ演  ᫆ ӝ演第Ჳ፭ 看護ྸᛯと᭗ࡇ看護ܱោĭ 

座長：㔠Ꮚ 眞理Ꮚ（ᮾ京ឿᜨ会医⛉大学医学㒊看護学⛉精神看護学） 

   ୕஭ ╩Ꮚ（京㒔大学大学院医学研究⛉） 

O9-01 精神看護ݦᧉ看護ࠖがᘍƏऴደ的支援のܱ७と࣬考 

 ᪂藤 紀Ꮚۑ 

  医療法人社団ࡤࡃࡘ೺ோ会とࡉࡼと病院 
 

O9-02 ǷロǷȓン療ඥにおける精神科看護のݦᧉࣱのᄩᇌ： 

 Ȋイȁンǲールの࿢ؾᛯとトラșルȓーのݣ人᧙̞ྸᛯをဇいたǬイȉȢデルのನሰ 

 中谷 ᫓㤶ۑ 

  ᡤᒓࡋ࡞ 
 

O9-03 WRAP（Wellness Recovery Action Plan）を෇ဇした࣎ྸᅈ会的ʼλにǑる 

 ᐯࠁјщज़とリǫȐリー̟ᡶにɨえるࢨ᪪ 

ᑿᙧ ᜨۑ  1,3)㸪Ᏻಖ ᐶ᫂ 2) 

  1)஧本ᯇ会ᒣᙧࡽࡃࡉ⏫病院㸪2)ᒣᙧ┴立ಖ೺医療大学ಖ೺医療学㒊看護学⛉㸪 

  3)ᒣᙧ┴立ಖ೺医療大学大学院ಖ೺医療学研究⛉ಖ೺医療学ᑓᨷ༤ኈ前ᮇ㐣⛬ 
 

O9-04 精神科၏౐におけるǯライǷǹ・プランのܱោཞඞとᛢ  ᫆

鈴木 ⨾ኸۑ  1)㸪⏣  ୖ⨾༓ె 1)㸪ΎỈ ᓫᚿ 1)㸪鈴木 ⲁ 2)㸪佐ஂ㛫 リ⧊ 3) 

  1)༓ⴥ大学大学院看護学研究院㸪2)ྜྷ⚈寺病院㸪3)༓ⴥ大学大学院看護学研究⛉ 

 

7月19日（ଐ） 12：50～14：05 第Ჰ会場（講ؘ） 

ɟᑍ演  ᫆ ӝ演第10፭ ৤Й的࣬考と看護͒  ྸ

座長：⏣㎶ ᭷理Ꮚ（ᶓ὾市立大学医学㒊看護学⛉） 

   ỤἼᡞ ࿴Ꮚ（帝京ᖹᡂ大学） 

O10-01 精神科看護ᎰᎍのロールȢデルのஊ໯にǑる看護ܱោᏡщと৤Й的࣬考७ࡇとの᧙ᡲ 

一ᡂ ➃⏣ۑ  1)㸪大㛵 ឡ⨾ 4)㸪⡿ᕝ 㔛ᜨ 1)㸪ᑠ⏣಴ ๛ 1)㸪℈㔝 ᖾ࿴ 2)㸪ụෆ ᙲᏊ 3)㸪 

  ⚟⏣ 大♸ 5) 

  1)Ⲉᇛ┴立ࡢࢁࡇࡇ医療センター㸪2)医療法人精ග会みࡊࡸき࣍ࣆࢫタࣝ㸪3)ᖖ☬大学㸪 

  4)Ⲉᇛ┴立中ኸ病院㸪5)日本医⛉大学 
 

O10-02 精神科看護ࠖの͒ྸ的ᘍѣǁのメǿᛐჷと৤Й的࣬考のࢨ᪪ 

⨾大㛵 ឡۑ  1)㸪⏣➃ 一ᡂ 1)㸪⡿ᕝ 㔛ᜨ 1)㸪ᑠ⏣಴ ๛ 1)㸪℈㔝 ᖾ࿴ 2)㸪ụෆ ᙲᏊ 4)㸪 

  ⚟⏣ 大♸ 3) 

  1)Ⲉᇛ┴立中ኸ病院㸪2)みࡊࡸき࣍ࣆࢫタࣝ㸪3)ᖖ☬大学看護学㒊看護学⛉㸪 

  4)日本医⛉大学医療೺ᗣ⛉学㒊 
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O10-03 精神科၏ᨈで΁Ƙ看護ᎰのᎰ場の人᧓᧙̞のܱ७と͒ྸ的पみの᧙ᡲ 

岸 ⨾ᬛᏊۑ  1,3)㸪岡本 ள紀 2) 

  1)岡ᒣ大学大学院ಖ೺学研究⛉㸪2)岡ᒣ大学学術研究院ಖ೺学ᇦ看護学ศ㔝㸪 

  3)⊂立⾜ᨻ法人岡ᒣ┴精神⛉医療センター 
 

O10-04 看護学ဃӏƼ看護指ݰ教ՃからᙸたA၏ᨈにおけるधᎍࣖݣのܱ७  

 ～ᖋࢳリǹǯʙకに໰ໜを࢘てて～ 

 㧗⏣ 㤶ⱑۑ 

  みࡂࡸ㟼ᚰ会ᅜぢྎ病院 
 

O10-05 A地域における᧙්̞ѣࣱにბ目した精神ᨦᄜǁのǹȆǣグȞЎௌと地域ᆆᘍǁの 

 ࣖဇӧᏡࣱの੕൭ 

 岡⏣ ᫀஓ㸪大㐩 ு㸪⩚⏕ ㈆ぶۑ 

  ࿘༡බ立大学人㛫೺ᗣ⛉学㒊看護学⛉ 

 

7月19日（ଐ） 14：30～16：00 第Ხ会場（研̲ܴ305） 

ɟᑍ演  ᫆ ӝ演第11፭ 地域ဃ෇と࢘ʙᎍの˳  ᬴

座長：⤖ᇛ ెᏊ（名ᐤ市立大学ಖ೺⚟♴学㒊） 

   ℩ᡞ屋 ᕼ（⪷㊰ຍᅜ㝿大学） 

O11-01 ਤјࣱදݧᕤ（LAI）を̅ဇしている精神ᨦがいᎍのဃ෇˳  ᬴  

 ー精神ᨦがいᎍの語りにǑるʙ̊研究ー 
ᆏ஭ ຍᜨۑ  1)㸪ᰘ⏣ 真紀 2) 

  1)⛙㔝ཌ⏕病院㸪2)北㔛大学看護学㒊 
O11-02 精神ᨦܹをもƭ人のǽーǷȣルȕȃトȜールをᡫしたȑーǽȊルリǫȐリーに᧙する 

 質的研究 
大Ụ 真人ۑ  1)㸪長ᒣ ㇏ 1)㸪ᒣ  ཱྀ༓ኟ 1)㸪寺  ཱྀ⏤紀 1)㸪中஭ ᑑ㞝 2) 

  1)㔠ἑ医⛉大学看護学㒊㸪2)㧗▱┴立大学看護学㒊 
 

O11-03 精神科ᡚᨈࢸに地域ဃ෇をϐನሰするプロǻǹーܔ཯とのƭきあい方に໰ໜをあててー 

ᘪ 京Ꮚ⯙ۑ  1)㸪℈⏣ ⏤紀 2) 

  1)ஂ␃⡿大学医学㒊看護学⛉㸪2)ᮾ京ዪᏊ医⛉大学看護学㒊 
 

O11-04 ወӳڂᛦၐをもƭ࢘ʙᎍが地域ဃ෇をዒዓするためのپ߻ 

㔝ۑ   ཱྀ⿱ᕫ 1)㸪ᯇ⏣ ගಙ 2)㸪Ἑ㔝 ࡺ࠶み 3) 

  1)≉ᐃ医療法人大㜰精神医学研究ᡤ᪂㜿Ṋᒣ病院㸪 

  2)大㜰බ立大学大学院看護学研究⛉ඛ㐍ケア⛉学㡿ᇦ精神⾜ືケア⛉学ศ㔝㸪 

  3)大㜰බ立大学大学院看護学研究⛉ඛ㐍ケア⛉学㡿ᇦ精神⾜ືケア⛉学ศ㔝 
 

O11-05 ž精神ᨦܹᎍのݼіܭბſに᧙するಒࣞЎௌ 

 之℩ ⛱㸪ᒣୗ 真⿱Ꮚ∾ۑ 

  ᮾ京㒔立大学大学院人㛫೺ᗣ⛉学研究⛉ 
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O11-06 精神၌धをもƪ地域で෇ѣするȔアǵȝーǿーが˳᬴するȔアǵȝート෇ѣɥの׉ᩊと

 そのݣϼ 
⧊佐ஂ㛫 リۑ  1)㸪鈴木 ⨾ኸ 2)㸪ΎỈ ᓫᚿ 2)㸪⏣  ୖ⨾༓ె 2) 

  1)༓ⴥ大学大学院看護学研究⛉㸪2)༓ⴥ大学大学院看護学研究院 

 

7月19日（ଐ） 14：30～16：00 第Ჰ会場（講ؘ） 

ɟᑍ演  ᫆ ӝ演第12፭ ̔܍ၐとメンǿルȘルǹ 

座長：Ώ㎶ 純一（බ┈㈈団法人஭之㢌病院） 

   ᱒ᒣ ၨ一郎（名古屋市立大学） 

O12-01 デイケアǁᡫƏアルǳール̔܍ၐधᎍǁ̾別࣎ྸ教育を෇ဇした看護ܱោ 

 ࠿ࡿࡣ ᪂村ۑ 

  北ぢ赤十字病院 
 

O12-02 ǳーȔング特ࣱとܔ཯ज़のਤዓとの᧙ᡲ：ᠾ஭地域˰ൟをݣᝋとしたጏૺ研究 

ᒾ⃝ ᩔྐۑ  1,2)㸪宮本 ⩧ᖹ 3) 

  1)ῄᚨ大学看護ᰤ㣴学㒊㸪2)⛅⏣大学大学院医学⣔研究⛉⾨⏕学࣭බ⾗⾨⏕学ㅮ座 㸪 

  3)一般社団法人 ᆅᇦ⮬ẅᑐ⟇ᡓ␎ᶵ  ɔ

O12-03 大学ဃのSNSМဇとᅈ会的ൔ᠋おǑƼɼᚇ的࠳福ज़の᧙ᡲ 

みࡿࡃ 㧗ᑿۑ  1)㸪⏣島 ᮥᏊ 2)㸪ᑠᕝ ె⳯Ꮚ 1)㸪岡ᓮ ⏤ኟ 3)㸪ᯇᑿ ࿴㤶 4)㸪ỌỤ 誠἞ 5)㸪 

  ᓅ ࡞ࡇみ 5) 

  1)長ᓮ大学病院㸪2)⊂立⾜ᨻ法人ᅜ立病院ᶵᵓ⫧前精神医療センター㸪3)京㒔大学医学㒊௜ᒓ病院㸪

  4)㡰ኳᇽ大学௜ᒓᾆᏳ病院㸪5)長ᓮ大学⏕࿨医⛉学ᇦ（ಖ೺学⣔） 
 

O12-04 地域でဃ෇するアルǳール̅ဇၐᎍのリǫȐリーに᧙ᡲするᙲ׆に᧙する研究 

 ーメǿᛐჷ・ᐯݭज़ऴ・ᐯࠁјщज़との᧙ᡲー 
⏣ΎỈ ᓫᚿ㸪鈴木 ⨾ኸ㸪ۑ   ୖ⨾༓  ె

  ༓ⴥ大学大学院看護学研究院 
 

O12-05 ෞ֥҄ϋ科看護ࠖがアルǳール᧙ᡲ問᫆をਤƭधᎍをケアする˳  ᬴

� Ü大学၏ᨈにѮѦする看護ࠖǁのインǿȓȥーからÜ�

中神 㟼㤶ۑ  1)㸪ᰘ⏣ 真紀 2) 

  1)北㔛大学病院㸪2)北㔛大学 
 

O12-06 Ꮀ域のܔ཯ज़の᧙ᡲᙲ׆にƭいての׎ϋٳ૨ྂȬȓȥー  

� Üі΁ᎍの精神的健ࡍǁの支援にǉけてᲧ 

 ୹㔝 ṇỤۑ 

  ῄᚨ大学看護ᰤ㣴学㒊看護学⛉ 
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◆ɟᑍ演᫆ ᅆᛟ（ȝǹǿーǻȃǷȧン） 

7月18日（ם） 14：20～13：20 第Ჯ会場（研̲ܴ401） 

ɟᑍ演  ᫆ ᅆᛟ（ȝǹǿーႆᘙĬ） 

P1-01  学ᇜ஖ႆᢋᨦܹδにݣする訪問看護ࠖの看護ܱោ 

真紀 ⋥⨾ۑ  1)㸪㧗  ʟ⠜ಙ 1)㸪太⏣ 友Ꮚ 2)㸪ᯇ村 㯞⾰Ꮚ 1) 

  1)大㜰ಙឡ学院大学看護学㒊㸪2)ᒣཱྀ大学医学㒊ಖ೺学⛉ 
 

P1-02   健ࠝᎍをݣᝋにしたቇତ的ǻルȕ・ǳンȑȃǷȧンʼλ研究のѣӼ 

 Ü�ǹǳーȔングȬȓȥー（第ɟإ）�Ü 
 ᑠ谷㔝 ᗣᏊۑ 

  ᮾ京ឿᜨ会医⛉大学大学院医学研究⛉看護学ᑓᨷ 
 

P1-03  支援ᎍが˳᬴をž演じてみるſことにǑる҄נٳとϐನሰ 

� Üᐯྸࠁᚐ・˂ᎍྸᚐのข҄にბ目してÜ 
 Ώ㒊 尚ۑ 

  日本赤十字看護大学看護学㒊 
 

P1-04   ᭗ఄဃにとってのɧႇఄᙲ׆とއ場৑Ü᭗ఄ଺ˊのɧႇఄኺ᬴からÜ�

ᕝ 㔛ዉ▼ۑ  1)㸪⏣中 ᾈ஧ 2)㸪長⏣ ᜤᏊ 2) 

  1)㔠ἑ大学大学院医⸆ಖ೺学⥲ྜ研究⛉ಖ೺学ᑓᨷ㸪2)㔠ἑ大学医⸆ಖ೺研究ᇦಖ೺学⣔ 
 

P1-05   精神科၏ᨈでのٶಮな૨҄をもƭधᎍにࣖじた看護に᧙するǹǳーȔングȬȓȥー： 

 ᆆൟ（׎ٳ人）に໰ໜをあてて 
㡲⏣ ᬗᏊۑ  1,2)㸪ୖ之門 ❳太郎 1,3) 

  1)日本赤十字看護大学大学院༤ኈᚋᮇㄢ⛬㸪 

  2)ᰴᘧ会社H&H࣍ーࣝ࢕ࢹンࢫࢢゼၥ看護ࢸࢫーࣙࢩンࢹラ࢖トⴱ㣭㸪 

  3)社会⚟♴法人ᱜࣨୣ社会事ᴗ༠会ᱜࣨୣグᛕ病院 
 

P1-06  精神科၏ᨈにおける׎ٳ人धᎍǁの看護のྵཞ 

岡⏣ ᫀஓۑ  1)㸪大㐩 ு 1)㸪宮⏣ ࡾ࠾ࡉ 2)㸪⩚⏕ ㈆ぶ 1) 

  1)࿘༡බ立大学人㛫೺ᗣ⛉学㒊看護学⛉㸪2)ᅬ⏣学ᅬ大学人㛫೺ᗣ学㒊⥲ྜ೺ᗣ学⛉ 
 

P1-07   ዒዓ的なグループでのݣᛅにおけるžᚃʧきЭとࢸのことſをめƙる語りの٭  ҄

ࡾ࠾࠿ ᕝ▼ۑ  1)㸪藤代 ▱⨾ 2)㸪ⴱ谷 ⋹Ꮚ 1)㸪ᕝῧ భⳀ 3) 

  1)ᒱ㜧┴立看護大学㸪2)ᅄᅜ大学看護学㒊㸪3)ᰴᘧ会社ࡋࡽࡃケア 
 

P1-08   精神科၏౐にλᨈする࣬ବ஖धᎍの療᫱࿢ؾに᧙するɼᚇ的Үᝋ 

� ÜȞȃȔングとインǿȓȥーにǑる౨᚛Ü 
⧊ᮾ Ꮥఀۑ  1)㸪ᡞᕝ ᐶዉ 1)㸪࿴⏣ ຍዉᏊ 1)㸪ΎỈ 㝧ᖹ 1)㸪᫓名 ዉኸᏊ 1)㸪守村 洋 2) 

  1)医療法人社団五稜会病院㸪2)札幌市立大学看護学㒊看護学⛉ 
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P1-09  ǲームᨦܹの܇Ʋもをਤƭᚃの࣎ྸཞ७ Üインǿȓȥーをဇいた質的研究Ü 

 㸪市ᕝ ஂ⨾Ꮚ㸪ຍ藤 ᭷ⰼ㸪Ṋ⏝ ⓒᏊ࢖ロ࢚ ࢖ࢸۑ 

  大㜰大学医学⣔研究⛉ಖ೺学ᑓᨷ 
 

P1-10   ወӳڂᛦၐधᎍの࠶Ꭾϐྵ AR教育教஬開ႆにӼけた࠶Ꭾϋܾの૨ྂȬȓȥー 

ゅ⏣ 㡪௓ۑ  1)㸪⏣中 ᬕె 1)㸪ᆤ஭ ᱇Ꮚ 2)㸪ᑠᕝ ࠶い 2)㸪神谷 カᗣ 3)㸪ᑿᒣ ໷ᾈ 4)㸪 

  ⏣ཎ ↫᪸ 4)㸪藤本 ೺ྖ 4) 

  1)神ᡞ市看護大学看護学㒊೺ᗣ⏕ά看護学㡿ᇦ精神看護学ศ㔝㸪 

  2)神ᡞ市看護大学看護学㒊೺ᗣ⏕ά看護学㡿ᇦ⪁ᖺ看護学ศ㔝㸪 

  3)神ᡞ市看護大学ᑓ門ᇶ♏⛉学㡿ᇦ೺ᗣ⛉学ศ㔝㸪4)神ᡞ市立ᕤᴗ㧗➼ᑓ門学ᰯ㟁Ꮚᕤ学⛉ 
 

P1-11   訪問看護ǹȆーǷȧンにおける看護ࠖのࢫлに᧙する教科୿Ўௌ 

ᒣ本 勝๎㸪㧗ۑ   ʟṇᶞ㸪Ḟࣀୗ 㑳Ꮚ 

  札幌ಖ೺医療大学看護学⛉ 
 

P1-12  ᭗ഏᏯೞᏡᨦܹのᅈ会的ᘍѣᨦܹにおける࣎ྸᅈ会的支援に᧙する૨ྂ研究 

㧗ۑ   ʟኟ⳯ 1)㸪㧗⏣ ᫛ 2)㸪ගỌ ᠇㤶 3) 

  1)医療法人社団⬻೺会௝ྎᮾ⬻神経እ⛉病院㸪2)ᮾ北⚟♴大学೺ᗣ⛉学㒊ಖ೺看護学⛉㸪 

  3)ᮾ北⚟♴大学೺ᗣ⛉学㒊ಖ೺看護学⛉ 
 

P1-13 リǫȐリーಒࣞにؕƮƘဃ෨ႆᢋのᙻໜからᙸたAYA世ˊ精神ᨦがいᎍのࣾग़・ 

 ኽ۟ᚇとܱ७Û࢘ʙᎍと看護ࠖの語りからÛ 

 木 純Ꮚࠎከ⏣⨶ ග⨾㸪佐ۑ 

  㤶ᕝ┴立ಖ೺医療大学ಖ೺医療学㒊看護学⛉ 
 

P1-14   医療ኒ大学ဃにおけるზ჈ɧឱとᛐჷ的ᚸ̖おǑƼǳーȔングとの᧙ᡲ 

 Ყݣ人ǹトȬǹ場᩿における場᩿ेܭඥにǑる౨᚛Ყ 

ࡽࡃࡉ 本㛫ۑ  1)㸪᪂஭⏣ ౡள 2)㸪佐㔝 ᚰ㡢 3)㸪ΎỈ ∝㑣 4)㸪中ᔱ ୐海 5)㸪ᱵᯘ 秀⾜ 6) 

  1)ᑠᶡ᤿済会病院㸪2)KKR札幌医療センター㸪3)札幌ᚨὪ会病院㸪4)北海道大学病院㸪 

  5)ᅜᐙබົဨඹ済⤌ྜ㐃ྜ会ᶓ὾ᰤඹ済病院㸪6)北海道⛉学大学ಖ೺医療学㒊看護学⛉ 
 

P1-15 精神科၏౐にλᨈしているधδǁの支援にݣする׉ᩊज़と看護援я 

 Üႆᢋᨦܹの特ࣱをਤƭधδのᐯᇌを支える看護援яÜ 

Ḉ本 大ჾۑ  1)㸪ᒣ本 ฑ⣪ 2)㸪୕ᾆ ឡ⳹ 3)㸪大℧ 㯞友 4)㸪ᘅỌ 真ᝆ 5)㸪ᶫ本 ┤ᘺ 6)㸪 

  ➲木 ᘯ⨾ 6) 

  1)社会医療法人医ோ会中村グᛕ病院㸪2)•༡⨾ᐜእ⛉クリࢵࢽク᪂ᐟ本院㸪 

  3)⊂立⾜ᨻ法人ᆅᇦ医療ᶵ⬟᥎㐍ᶵᵓ（JCHO）北海道病院㸪4)社会医療法人㬀ோ会札幌中ኸ病院㸪 

  5)ᮾ京ዪᏊ医⛉大学病院㸪6)北海道⛉学大学ಖ೺医療学㒊看護学⛉ 
 

P1-16   ႆ ᢋᨦܹᎍのݼіにおけるݣ人ኺ᬴ನᡯの੕ኧ的研究 

ᬛ之 ⏣ୖۑ  1)㸪ୗᲄ ୕࿴ 2)㸪⥴᪉ ᾈᚿ 1)㸪す᳃ ┤⨾ 1)㸪ΎỌ 㯞Ꮚ 1)㸪木村 ᾴᖹ 3) 

  1)஑ᕞ看護⚟♴大学看護⚟♴学㒊看護学⛉㸪2)帝京大学⚟岡医療ᢏ術学㒊看護学⛉㸪 

  3)日本赤十字஑ᕞᅜ㝿看護大学 
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P1-17  ܇をਤƭ精神ᨦがいᎍの育δのኺ  ᬴

 ᶡぢ ⱸඃ㸪日㔝 㞞洋ۑ 

  島᰿┴立大学看護ᰤ㣴学㒊看護学⛉ 
 

P1-18   ȁșȃトのსेにǑる៲˳的・精神的健ࡍǁのјௐと෇ဇ方ඥに᧙する૨ྂ౨᚛ 

 ⨾ᯇᾆ ᙬۑ 

  ᮾ京ឿᜨ会医⛉大学 

 

7月18日（ם） 16：00～15：00 第Ჯ会場（研̲ܴ401） 

ɟᑍ演  ᫆ ᅆᛟ（ȝǹǿーႆᘙĭ） 

P2-01 精神科ٶᎰᆔᡲઃにおける問᫆のኺ᬴・ᚐෞཞඞの特  ࣉ

� Ü問᫆ǿイプ別ൔ᠋とپ߻のܱ଀Ȭșルからの౨᚛Ü�

き࡙ࡣ ⏣൤␗ۑ  1)㸪෠ᶔ ๛Ύ 2)㸪㣤ሯ ࡘ࠶Ꮚ 3)㸪㰻藤 ┤⨾ 4) 

  1)帝京大学医療ᢏ術学㒊看護学⛉、立ṇ大学大学院ᚰ理学研究⛉㸪 

  2)医療法人社団✚ಙ会長谷ᕝ病院㸪3)ゼၥ看護ࢸࢫーࣙࢩンಖ木㛫㸪4)ᮾ京ዪᏊ医⛉大学看護学㒊 
 

P2-02 看護ᎰՃのȯーǯ・エンǲイジメントとᎰ場のኵጢ的πദおǑƼ࣎ྸ的ܤμࣱの 

 ᧙ᡲᎰ場ዒዓॖ࣓おǑƼᎰᏡዒዓॖ࣓にӏǅすࢨ᪪の౨᚛ 

㧗谷 ᪂ۑ  1)㸪Ᏻಖ ᐶ᫂ 1)㸪佐藤 大輔 2)㸪᪂宮 洋之 3,4) 

  1)ᒣᙧ┴立ಖ೺医療大学ಖ೺医療学㒊看護学⛉㸪2)ᮾ北ᩥ໬学ᅬ大学医療⚟♴学㒊看護学⛉㸪 

  3)ᒣᙧ┴立ಖ೺医療大学ಖ೺医療学研究⛉༤ኈᚋᮇㄢ⛬㸪4)いࡿࡲࡕゼၥ看護ࢸࢫーࣙࢩン 
 

P2-03 ჺ጑҄ƞれた精神看護学ܱ፼で精神科၏ᨈのܱ፼指ݰᎍが学ဃに੩̓したいと 

 ࣬っている学Ƽ 

 ⱴ᰿ ᐶᏊ㸪Ώ㎶ 純一ۑ 

  බ┈㈈団法人஭之㢌病院 
 

P2-04 精神看護学学ϋ演፼においてܱ፼指ݰᎍが೉લधᎍをѦめるロールプȬイのܱោ 

 Ꮚ㸪㧗ᒣ ᪂࿃⚈ ⊨⫞ۑ 

  日本赤十字ᮾ北看護大学看護学㒊看護学⛉ 
 

P2-05   看護ؕᄽ教育における精神科ǳȟȥȋケーǷȧン教育に᧙する׎ϋ研究のѣӼ 

� Ü教育ܱោと学፼঺ௐに᧙する૨ྂ౨᚛Ü�

 ㎶ 大௓⏣ۑ 

  ᮾ京ᕤ⛉大学医療ಖ೺学㒊看護学⛉ 
 

P2-06  精神科看護ࠖの࣎ྸ的ܤμࣱのͼӼと᧙ᡲ܇׆の੕ኧᲧ̾人ᙲ׆にბ目してᲧ 

㛵ۑ   ཱྀ⍛㔛㸪⯪㉺ ᫂Ꮚ 

  神ᡞ市看護大学看護学㒊 
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P2-07 精神科看護ؕᄽ教育におけるグループᚸ̖と๼נ的Ȑイアǹ・ȍǬȆǣȖ 

 ケイȑȓリȆǣとの᧙ᡲ：࢘ʙᎍӋဒ׹研究 

木ୗ ឡᮍۑ  1)㸪ᒣ⏣ ᝆᖹ 2)㸪┦Ⰻ 真ኸ 2)㸪ୗ㔛 誠஧ 1) 

  1)ಙᕞ大学医学㒊ಖ೺学⛉看護学ᑓᨷ㸪2)一般社団法人精神障害ᙜ事者会࣏ࣝケ 
 

P2-08   ረࡊ演፼が̟す学Ƽの質的౨᚛ÜݰλИࡇ࠰と5ࢸ࠰の学ဃȬȝートのൔ᠋ЎௌÜ 

いࡼࡸ ᕪἼۑ  1)㸪Ⳣ㔝 ᮒ⨾ 2)㸪大宮 秀ῄ 3) 

  1)札幌看護医療ᑓ門学ᰯ看護学⛉㸪2)北海道医療大学看護⚟♴学㒊看護学⛉㸪 

  3)札幌学院大学ᚰ理学㒊ᚰ理学⛉大学院⮫ᗋᚰ理学研究⛉ 
 

P2-09  ၏ᨈがᘍƏ精神看護学ܱ፼教Ճとܱ፼指ݰᎍとのটᛩ会のܱᨥ 

 Ώ㎶ 純一ۑ 

  බ┈㈈団法人஭之㢌病院 
 

P2-10   精神看護学ܱ፼のǷラȐǹにみる教育方ඥ・ϋܾおǑƼǳプロȀǯǷȧンܱោに᧙する

 教育のܱ७ 

 㛵本 ᭸Ꮚۑ 

  ᮾ京᭷᫂医療大学 
 

P2-11   看護ࠖのȯーǯ・エンǲイジメントӼɥに᧙ᡲするᙲ׆に᧙する૨ྂȬȓȥー 

中 つ༤⏣ۑ  1)㸪ୖ⏣ ᬛ之 2) 

  1)ᆅ᪉⊂立⾜ᨻ法人ࡶࡲࡃと┴北病院看護㒊㸪2)஑ᕞ看護⚟♴大学看護⚟♴学㒊看護学⛉ 
 

P2-12  ଐ本の精神看護ܱោにおけるžज़ऴſಒࣞのৢǘれ方に᧙するȬȓȥー 

ᯇᾆ ె代ۑ  1)㸪宮本 ᬗ 2)㸪㧗  ʟ⨾✑Ꮚ 3) 

  1)ᅜ立看護大学ᰯ㸪2)医療法人ឡ精会࠶いࡏい紀ᖺ病院㸪 

  3)一般㈈団法人精神医学研究ᡤ㝃ᒓᮾ京Ṋⶶ㔝病院 
 

P2-13   精神科၏౐におけるဏࣱ看護ࠖのࢫл஖ࢳとүೞࣖݣಅѦの҄ܭ׍： 

 ᝟ਃとݦᧉࣱをめƙる׎ϋҾᓸȊラȆǣȖȬȓȥー 

 㤿 ༟ᘺ┦ۑ 

  医療法人北ோ会᪫ᒣ病院 
 

P2-14   精神科看護Ꮀᎍのᖋࢳᘍໝのᛐᜤと͒ྸ的ज़ӖࣱおǑƼ͒ྸ的᫘םとの᧙ᡲ 

 ᯇ谷 大㸪ఀ藤 ἞ᖾۑ 

  ኳ౑大学大学院看護ᰤ㣴学研究⛉ 
 

P2-15  精神科長஖λᨈ၏౐で΁Ƙ看護ࠖのኺ᬴に᧙する૨ྂのǹǳーȔングȬȓȥー 

ᕝῧ ⨾ⰼۑ  1,2)㸪Ṋ஭ 㯞Ꮚ 3) 

  1)ᮾ京㒔立大学㸪2)京㒔看護大学大学院看護学研究⛉༤ኈᚋᮇㄢ⛬㸪3)京㒔看護大学大学院 
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P2-16   धᎍǁのɧᢘЏᘍໝに᧙する௚ᆰʙ̊の教஬をဇいた看護学ဃの学ƼのЎௌ 

� Ü精神ᨦܹᎍǁのᖋࢳ᧸ഥにӼけた教育の౨᚛Ü�

 㯞⨾㸪ᡭᔲ 大႐㸪୕木 ᫂Ꮚ㸪ⓗሙ ᆂ㸪▮ᒣ ኊ ⏣ྜྷۑ 

  㛵す医⛉大学看護学㒊 
 

P2-17  精神科၏ᨈにおけるӒ׹ࣄज़ऴȞȍジメント教育のјௐ 

 ㎶ ᭷理Ꮚ⏣ۑ 

  ᶓ὾市立大学医学㒊看護学⛉ 
 

P2-18   ଐ本の看護ኒ大学におけるトラǦȞインȕǩームȉケアの教੉ܱ७ 

᪉ ᾈᚿ⥴ۑ  1)㸪ୖ⏣ ᬛ之 1)㸪す᳃ ┤⨾ 1)㸪木村 ᾴᖹ 2)㸪㝡ᒣ ඞ洋 3) 

  1)஑ᕞ看護⚟♴大学看護⚟♴学㒊看護学⛉㸪2)日本赤十字஑ᕞᅜ㝿看護大学看護学㒊看護学⛉㸪 

  3)•༡医療大学ಖ೺医療学㒊看護学⛉ 

 

7月19日（ଐ） 10：30～11：30 第Ჯ会場（研̲ܴ401） 

ɟᑍ演  ᫆ ᅆᛟ（ȝǹǿーႆᘙĮ） 

P3-01  ᐯരをめƙる地域˰ൟのᛐᜤÜඌጃჄ北ᢿにおける᩿੗ᛦ௹からの質的考ݑ�Ü�

鈴木 ၨᏊۑ  1)㸪村  ୖ‶Ꮚ 2) 

  1)名ᱜ大学大学院看護学研究⛉㸪2)名ᱜ大学人㛫೺ᗣ学㒊看護学⛉ 
 

P3-02 長஖λᨈしていた精神ᨦがいᎍが地域ဃ෇にᆆᘍするѣೞƮけになったと看護ࠖが 

 ਵえる支援ϋܾに᧙する૨ྂ౨᚛ 

 ⏨ᕝෆ ೺୕㸪ᒾ佐 ᣅဢ㸪㰻藤 㯞Ꮚ㸪ఀ㛵 ᩄۑ 

  ᮾ京ᐙᨻ大学 
 

P3-03  精神科၏ᨈにǑるアǦトリーȁのஊјࣱの౨᚛：ȑイロȃトǹǿデǣ 

ࡉࡎ࠶ ஭▼ۑ  1)㸪෠ᶔ ๛Ύ 2)㸪ᑠ⏣᱒ 㝯 2) 

  1)ඖ⟃Ἴ大学大学院人㛫⥲ྜ⛉学研究⩌㸪2)☐Ỉ会長谷ᕝ病院 
 

P3-04 AIで精神ၐཞのある人をϐྵしたアプリをဇいたǳȟȥȋケーǷȧン演፼が学ဃの 

 ɧܤǍᐯ̮ǁӏǅすࢨ᪪：໯˺ໝ҄ൔ᠋ᚾ  ᬴

ᆏ⏣ ṇ἞ۑ  1)㸪木ᡞ ⰾྐ 2)㸪⏣  ୖ༤႐ 2)㸪増⏣ 㑳⨾ 2)㸪▮㔝 ⿱ెᏊ 4)㸪❑ ᜨᏊ 4)㸪 

  市ᕝ ⥤஀ 5) 

  1)᳥ᒣዪ学ᅬ大学看護学㒊看護学⛉㸪2)὾ᯇ医⛉大学医学㒊⮫ᗋ看護学ㅮ座 㸪 

  3)宮ᓮ大学医学㒊看護学⛉㸪4)宮ᓮ大学大学院看護学研究⛉㸪5)὾ᯇ医⛉大学医学㒊㝃ᒓ病院 
 

P3-05   地域ဃ෇をዒዓしているƏƭ၏Ǉたはӑಊၐをもƭ人のǻルȕȘルプグループのஊဇ  ࣱ

Ᏻ㐩 ᐶ人ۑ  1)㸪長谷ᕝ 㞞⨾ 2) 

  1)ᐩᒣ大学㝃ᒓ病院㸪2)ᐩᒣ⚟♴▷ᮇ大学 
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P3-06 北ෙᢊϋの訪問看護ǹȆーǷȧンにおける精神ᨦܹᎍをݣᝋとした᫢支援に᧙する 

 ܱ७ᛦ௹（第1إ） 

ୗ 㑳ᏊࣀḞۑ  1)㸪㧗  ʟṇᶞ 1)㸪ᒣ本 勝๎ 1)㸪ᕝ  ཱྀ⨾႐Ꮚ 2) 

  1)札幌ಖ೺医療大学看護学⛉㸪2)札幌ಖ೺医療大学ᰤ㣴学⛉ 
 

P3-07   北ෙᢊϋの訪問看護ǹȆーǷȧンにおける精神ᨦܹᎍをݣᝋとした᫢支援に᧙する 

 ܱ७ᛦ௹（第2إ） 

㧗ۑ   ʟṇᶞ 1)㸪Ḟࣀୗ 㑳Ꮚ 1)㸪ᒣ本 勝๎ 1)㸪ᕝ  ཱྀ⨾႐Ꮚ 2) 

  1)札幌ಖ೺医療大学看護学⛉㸪2)札幌ಖ೺医療大学ᰤ㣴学⛉ 
 

P3-08   精神၌धをもƭ൐ᚃǁの地域支援における精神科訪問看護ࠖのࢫл 

 Ü�яငࠖとのң΁のஊ໯にბ目した質的Ўௌ Ü 

ᯘ ⿱Ꮚۑ  1)㸪ⲡ㔝 ▱⨾ 2)㸪ᱵᯘ 秀⾜ 3) 

  1)ኳ౑大学大学院看護ᰤ㣴学研究⛉看護学ᑓᨷ㸪2)ኳ౑大学看護ᰤ㣴学㒊看護学⛉㸪 

  3)北海道⛉学大学ಖ೺医療学㒊看護学⛉ 
 

P3-09   DPATにおける看護ࠖの෇ѣǁの஖ࢳとᛢ᫆の૨ྂ౨᚛ 

ࡾ࡝ᚚᡭὙ みۑ  1)㸪⊦⊁ ᓫ 2)㸪྿  ୖ大♸ 3) 

  1)⚟岡ዪ学院看護大学㸪2)⚟岡┴立大学㸪3)宮ᓮ┴立ᘏ岡病院 
 

P3-10   長஖精神科λᨈधᎍのᡚᨈと地域ᆆᘍ：ǵーȓǹМဇᎍとǽーǷȣルȯーǫーのᙻໜ 

 谷本 ༓ᜨ㸪⯞ᒣ ೺஧ۑ 

  බ立大学法人᪂₲┴立看護大学 
 

P3-11   精神科訪問看護における地域の᧙̞ೞ᧙とのᡲઃ 

 ～ʙ̊にؕƮƘケアȞȍジメントのܱ७～ 

㉺ ᫂Ꮚ⯪ۑ  1)㸪宮本 ᭷紀 2)㸪℩ᡞ屋 ᕼ 3)㸪᳃ 真႐Ꮚ 4)㸪木ᡞ ⰾྐ 5)㸪ᯇ஭ ⱆ⾰Ꮚ 6)㸪 

  ᳃⏣ ᗣᏊ 3)㸪㧗  ʟጁ理 3)㸪㟷木 ⿱ぢ 3)㸪ᑠἨ ᛌ 3)㸪ⴛ㛫 真⨾ 4) 

  1)神ᡞ市看護大学㸪2)ᮾ京大学大学院㸪3)⪷㊰ຍᅜ㝿大学㸪4)ᅜ立看護大学ᰯ㸪5)὾ᯇ医⛉大学㸪 

  6)大㜰ᡂ㋣大学 
 

P3-12 精神ᨦがいのׅࣄെ᨞において࢘ʙᎍがWell-beingをとらえるためのݣᛅ৖ඥの研究 

 Ყイラǹトをဇいたݣᛅ支援৖ඥの੩కとݦᧉ家にǑるᚸ̖Ყ 

 㸪῝ᒣ ⠜࠿ࡾ࠼ ᔱ ᙬⰼ㸪渋ἑ ₻㸪㊊฼ۑ 

  NTTᰴᘧ会社社会᝟ሗ研究ᡤWell-being研究プロジェクト 
 

P3-13   精神ᨦܹᎍǁのᖋࢳに᧙する௚ᆰʙ̊の教஬をဇいた看護学ဃの学ƼのЎௌ 

 -ᖋࢳ᧸ഥにݣするᛐᜤの҄٭とᖋࢳ᧸ഥݣሊ- 

 ᡭᔲ 大႐㸪ྜྷ⏣ 㯞⨾㸪୕木 ᫂Ꮚ㸪ⓗሙ ᆂ㸪▮ᒣ ኊۑ 

  㛵す医⛉大学看護学㒊 
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P3-14   訪問看護ࠖのリǫȐリー࣓Ӽの७ࡇに᧙ᡲするᙲ׆  

� ÜリǫȐリーに᧙するჷᜤ、おǑƼ精神科訪問看護ܱោ・学፼ཞඞにბ目してÜ�

⏕鈴木 㱟ۑ  1,2)㸪▼ᕝ Ṋ㞞 3)㸪㧗島 ె之 4)㸪ᯇ村 㯞⾰Ꮚ 5) 

  1)ᒣᙧ┴立ಖ೺医療大学ಖ೺医療学㒊看護学⛉㸪2)ᰴᘧ会社FAB3いࡿࡲࡕゼၥ看護ࢸࢫーࣙࢩン㸪 

 プ࣓ントセンター㸪ࢵロ࣋ࢹゼၥ看護ࡿー࡞࡞ᰴᘧ会社ࢫクࢵ࢟ࢸ(3  

  4)ዉⰋ┴立医⛉大学医学㒊看護学⛉㸪5)大㜰ಙឡ学院大学看護学㒊看護学⛉ 
 

P3-15  地域でဃ෇するወӳڂᛦၐधᎍのResilienceにࢨ᪪をӏǅすᙲ׆のನᡯ的Ўௌ 

中村 ༤ᩥۑ  1)㸪Ώ㎶ 尚Ꮚ 2) 

  1)Ⲉᇛ┴立医療大学ಖ೺医療学㒊看護学⛉㸪2)ᮾ㑥大学೺ᗣ⛉学㒊看護学⛉ 
 

P3-16   精神科訪問看護におけるリȕȬǯȆǣング・プロǻǹをဇいたݣᛅܱោに᧙する研究 

 ー第1إー 

すụ ⤮⾰Ꮚۑ  1)㸪ᮎᏳ Ẹ⏕ 2) 

  1)රᗜ┴立大学看護学㒊㸪2)షᩍ大学看護学㒊 
 

P3-17 看護におけるԁܭ的ज़ऴのȝジȆǣȖ෇ဇに᧙する研究  

� Ü看護学ဃのインǿȓȥーᛦ௹をᡫしてÜ�

 ᆅ ⨾ᯞ㸪㧗ᓮ 㑥Ꮚ㸪㐲藤 太⇃ۑ 

  ᒾᡭ医⛉大学看護学㒊 
 

P3-18   ǳȟȥȋケーǷȧンロȜȃトを精神ᨦがいᎍのリǫȐリーに෇ဇするॖ፯ 

� ÜCHIMEȢデルをဇいたЎௌÜ�

 ⨾鈴木 ಇۑ 

  ᮾ㑥大学೺ᗣ⛉学㒊看護学⛉ 

 

7月19日（ଐ） 12：50～13：50 第Ჯ会場（研̲ܴ401） 

ɟᑍ演  ᫆ ᅆᛟ（ȝǹǿーႆᘙį） 

P4-01  ࣱ࣎ࣔͤ׆⇁ˤⅵችᅕᅹλᨈधᎍ↚ݣↈ↺CBTႎჃᜱʼλ 

‒ ⃬धᎍɼ˳↝ׅࣄ↚ბႸↆ↎ɟʙ̊ ‒⃬

ᑠ␊ ᣅ἞ۑ  1)㸪ᕝ村 ᫭ྑ 2) 

  1)ᅜಖ㔝ୖཌ⏕⥲ྜ病院㸪2)京㒔ᶲ大学 
 

P4-02   ɟᑍ科၏࠿においてᘮ୧щ˳᬴をした看護ࠖの࣎ྸ的Ӓࣖに᧙する૨ྂȬȓȥー 

㔝 ⣪ⱥୖۑ  1)㸪寺岡 征太郎 2) 

  1)帝京大学大学院医療ᢏ術学研究⛉看護学ᑓᨷ༤ኈ前ᮇㄢ⛬㸪 

  2)帝京大学医療ᢏ術学㒊看護学⛉精神看護学 
 

P4-03  アルǳール̔܍ၐᎍが人ဃをϐನሰするɼᚇ的˳᬴に᧙する૨ྂ౨᚛ 

᏷ᡞ ဴᖹۑ  1)㸪寺岡 征太郎 2) 

  1)帝京大学大学院医療ᢏ術学研究⛉看護学ᑓᨷ༤ኈ前ᮇㄢ⛬CNSࢥーࢫ㸪 

  2)帝京大学医療ᢏ術学㒊看護学⛉ 
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P4-04   ׎ϋ↚ⅹↀ↺⇮∏⇌∄⇊∙⇻⇏∞∆⇯⇗⇈↝૙Ꮛјௐⅹ↷↢⇈⇌⇮⇑∆↝ܱऴ 

⃬  ∞∈⇹−⇖∙⇺∞⇙⇟↺↷↚ϋ૨ྂ׎⃬  

佐藤 大輔ۑ  1)㸪⏣㑓 友ஓ 2)㸪ⱝᒣ ோ大 3) 

  1)ᮾ北ᩥ໬学ᅬ大学医療⚟♴学㒊看護学⛉㸪 

  2)≉ᐃ㠀Ⴀ฼άື法人精神医療࣏ࢧートセンターゼၥ看護ࢸࢫーࣙࢩンい࠼ࡎࡋ㸪 

  3)≉ᐃ㠀Ⴀ฼άື法人精神医療࣏ࢧートセンターゼၥ看護ࢸࢫーࣙࢩンい࠼ࡎࡋ⏫⏣ 
 

P4-05   大学ဃのアルǳール̔܍ၐリǹǯとݣ人᧙̞の᧙ᡲにƭいて 

ᑠᕝ ె⳯Ꮚۑ  1)㸪岡ᓮ ⏤ኟ 2)㸪ᯇᑿ ࿴㤶 3)㸪㧗ᑿ ࡿࡃみ 1)㸪⏣島 ᮥᏊ 4)㸪ᓅ ࡞ࡇみ 5)㸪 

  ỌỤ 誠἞ 5) 

  1)長ᓮ大学病院㸪2)京㒔大学医学㒊㝃ᒓ病院㸪3)㡰ኳᇽ大学㝃ᒓᾆᏳ病院㸪 

  4)⫧前精神医療センター㸪5)長ᓮ大学⏕࿨医⛉学ᇦ（ಖ೺学⣔） 
 

P4-06   COVID-19ᅤでのዮӳ၏ᨈで΁ƘリエǾン精神看護ݦᧉ看護ࠖのኺ  ᬴

 ᑠᒣ 㐩ஓۑ 

  ᮾ京医⛉大学医学㒊看護学⛉ 
 

P4-07   ችᅕᅹச඙ၲ・඙ၲɶૺ↝ཞ७ⅺ↸Ӗၲⅹ↷↢Ӗၲ↝ዒዓ↚ᐱ→↎ʴ↝ʩฏ↝ 

 ⇽∓⇡⇟↚ⅹↀ↺ኺ  ᬴

⨾▱ 藤代ۑ  1)㸪⏣஭ 㞞Ꮚ 2)㸪㔝ᔱ 佐⏤⨾ 3)㸪␏ᆅ ༤Ꮚ 2)㸪᳃ୗ ᖾᏊ 2)㸪ሷぢ 理㤶 2)㸪 

  㧗  ʟ真紀Ꮚ 4)㸪ụෆ 㤶 2) 

  1)ᅄᅜ大学看護学㒊㸪2)㧗▱┴立大学㸪3)㧗▱┴立大学名㄃ᩍᤵ㸪4)㧗▱学ᅬ▷ᮇ大学 
 

P4-08   Дʙᝧ˓Ꮱщᦷܭλᨈにおける看護ࠖの看護ܱោにƭいてのܱ७ᛦ௹ 

ඤ⋢ ၿ᫂ۑ  1,2)㸪中஭ 理㈡ 1)㸪Ἑ村 ㄹ 1)㸪ຍ藤 ᏹබ 1)㸪ᒣ⏣ ᾈ㞞 1) 

  1)ឡ▱┴立大学看護学㒊㸪2)ឡ▱┴立大学大学院看護学研究⛉༤ኈᚋᮇㄢ⛬ 
 

P4-09  精神科૔࣯ʙ७における看護ࠖのᐮ࠿ЙૺのಒࣞЎௌ Ü׎ϋ૨ྂとෙٳ૨ྂのൔ᠋Ü 

㟷木ᙬ㤶ۑ  1,2)㸪ຍ藤木真ྐ 1)㸪ỈᡞඃᏊ 1) 

  1)神ዉᕝ┴立ಖ೺⚟♴大学大学院 ಖ೺⚟♴学研究⛉㸪2)㔠ἑᩥᗜ࢚ーࣝクリࢵࢽク 
 

P4-10   ݦᧉࣱの᭗い精神科看護ࠖがٳ来でᘍっている看護ܱោの特  ࣉ

ᒣ ༟ஓ␊ۑ  1)㸪ὸ἟ ▖ 2)㸪๎村 Ⰻ 3)㸪୕஭ ╩Ꮚ 4)㸪すụ ⤮⾰Ꮚ 5)㸪ụෆ 㤶 1)㸪⏣஭ 㞞Ꮚ 1)㸪

  ➉ᯘ ௧Ꮚ 6)㸪岡 京Ꮚ 7)㸪ᑠᒣ 㐩ஓ 8)㸪Ώ㎶ 純一 9) 

  1)㧗▱┴立大学看護学㒊㸪2)᫛࿴医⛉大学ಖ೺医療学㒊看護学⛉㸪3)医療法人㈈団㟷⁇会㥖木㔝病院㸪 

  4)京㒔大学大学院医学研究⛉㸪5)රᗜ┴立大学看護学㒊㸪6)ᮥᯘ大学ಖ೺学㒊看護学⛉㸪 

  7)㥖ἑዪᏊ大学看護学㒊㸪8)⪷㊰ຍᅜ㝿大学大学院看護学研究⛉㸪9)බ┈㈈団法人஭之㢌病院 
 

P4-11   ៲˳ႎ਒ள↚↓ⅳ↕͒ྸႎ⇞−∙∄⇁ৼⅷ↕ⅳ↺ችᅕᅹჃᜱࠖ↧↝ૅੲ↚ⅹↀ↺ 

 ችᅕჃᜱݦᧉჃᜱࠖ↝࣬ᎋ 

༓ᔱ 海㔛ۑ  1)㸪守村 洋 2)㸪渋谷 友紀 2) 

 ࢫーࢥ㤶㞷病院㸪2)札幌市立大学大学院看護学研究⛉༤ኈ前ᮇㄢ⛬精神看護学㡿ᇦCNSࢁࡱࡗࡉ(1  
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P4-12  精神科看護ࠖがधᎍから୧щをӖけたኺ᬴のプロǻǹに᧙する研究 

 ஭ ுᖹ㸪ᕝῧ 㑳ኵ⏿ۑ 

  㟷᳃中ኸ学院大学看護学㒊 
 

P4-13   ଐ本の精神保健医療Сࡇにおける᩼ᐯႆ的λᨈに᧙する看護のǹǳーȔングȬȓȥー 

之門 ❳太郎ୖۑ  1,2)㸪㡲⏣ ᬗᏊ 1,3) 

  1)日本赤十字看護大学大学院༤ኈᚋᮇㄢ⛬㸪2)社会⚟♴法人ᱜࣨୣ社会事ᴗ༠会ᱜࣨୣグᛕ病院㸪 

  3)ᰴᘧ会社H&H࣍ーࣝ࢕ࢹンࢫࢢゼၥ看護ࢸࢫーࣙࢩンࢹラ࢖トⴱ㣭 
 

P4-14   ༌ጀのݦᧉ家にǑるアルǳール᧙ᡲ問᫆をもƭ人ǁのႻᛩࣖݣに᧙する質的ᚡᡓ的研究 

 藤 ᱇Ꮚ㸪ᚋ藤 ႐ᗈఀۑ 

  ᮾ㑥大学看護学㒊 
 

P4-15  ៲˳਒ளஇ小҄を支援する ICUにおける看護ࠖʼλの特ࣱ：ǹǳーȔングȬȓȥー 

みࡢࡇ 佐藤ۑ  1,2)㸪大▼ 㯞紀 2,3)㸪⚟島 㙾 2)㸪㟷木 ⿱ぢ 4) 

  1)大ᓮ市Ẹ病院㸪2)⪷㊰ຍᅜ㝿大学大学院༤ኈᚋᮇㄢ⛬㸪3)⪷࣐リアンࢼ医⛉大学病院㸪 

  4)⪷㊰ຍᅜ㝿大学 
 

P4-16   ወӳڂᛦၐࣱ࣯஖ၐཞ⇁ԑↆᐯൈ˖׋↚ᐱ→↎᣻ၐٳͻधᎍ↧↝Ⴣᜱܱោ 

 ∞ɼ˳ႎ඙ၲӋь⇁ૅⅷ↎ችᅕჃᜱ↗∐⇑⇶∐∞↝ᙻໜ∞ 

 中村 ♸⨾Ꮚۑ 

  神ᡞ市立医療センター中ኸ市Ẹ病院 
 

P4-17  精神科リエǾンȁームにࢼʙする精神看護ݦᧉ看護ࠖの෇ѣ 

 Ḉἑ ᪩人Ꮚۑ 

  前ᶫ赤十字病院看護㒊精神⛉リ࢚ࢰンᐊ 
 

P4-18   ࢘ ʙᎍӋဒྸ࣎׹教育のܱោ -ිඕǂてるの家におけるσӷоᡯのᚾみ- 

 中村 ๰ۑ 

  ト࢟ࣀᰴᘧ会社 
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日本精神保健看護学会学術集会　企画一覧
テーマ 期間 場所 企画

第1回 いま、なぜ精神看護学なのか
1991.7.6～
7.7

日本赤十字看護大学

対談：「いま、なぜ精神看護学なのか」
 稲岡文昭（日本赤十字看護大学） 
 南裕子（聖路加看護大学）
シンポジウム：精神看護学への期待

第２回 精神看護の未来と現実
1992.7.4～
7.5

日本赤十字看護大学
講演：「心の健康に援助する人のメンタルヘルス」
 稲岡文昭（日本赤十字看護大学）
シンポジウム：精神看護の過去・現在・未来

第３回 精神看護とチーム医療
1993.7.3～
7.4

日本赤十字看護大学

講演：「看護におけるチーム・ワーク」
 鈴木純一（海上療養所院長）
シンポジウム：精神医療におけるチームアプローチ
 -他職種と看護の接点を探る」

第４回 精神看護と患者の意思決定
1994.7.2～
7.3

日本赤十字看護大学

講演：「精神病者の自己決定なしで人権擁護は存在しない」 
 小林信子（東京精神人権センター）
シンポジウム：患者の意思決定を支える看護とは
 -患者の自立・看護の自立を考える-

第５回 精神看護の専門性を問う
1995.7.1～
7.2

北里大学看護学部

講演：「精神看護の専門性を問う」
 柴田恭亮（西南女学院短大　保健福祉学部看護学科）
シンポジウム：精神科看護の危機-精神保健・
 福祉サービスの統合をめざして

第６回 続・精神科看護の専門性を問う
1996.7.6～
7.7

北里大学看護学部
（総括責任：池田明子）

講演：「ケアの時代に求められる看護婦の能力」
 外口玉子（地域ケア福祉センター「かがやき会」 
 理事長）
シンポジウム：生活の場で患者を支える実践を通して

第７回
精神看護領域における臨床教育
-基礎教育から卒後教育への継続
性-

1997.7.5～
7.6

聖路加看護大学
（総括責任：池田明子）

講演：「精神看護における臨床教育」
 池田明子（北里大学看護学部）
シンポジウム：基礎教育から卒後教育への継続性

第８回
急性期ケアのジレンマ
-人権の保障と最小限の拘束-

1998.6.6～
6.7

聖路加看護大学
（企画委員長：羽山由美子）

講演：「急性期ケアのジレンマ」－人権の保障と最小限の拘
 束－ 精神科臨床における倫理上の諸問題：意志決 
 定に関連して
 Lucy Fisher RN.MS (Educational Director　 
 of the San Francisco　Mental Health  
 Rehabilitation Facility)
シンポジウム：急性期ケアのジレンマ
 -人権の保障と最小限の拘束-

第９回
精神科長期在院患者の看護ケア
へのチャレンジと資源開発

1999.5.29～
5.30

聖路加看護大学
（企画委員長：羽山由美子）

講演：「フィンランドにおける精神科慢性患者の看護ケア」
 Maritta Valimaki, PhD, RN (University of  
 Turku, Dept of Nursing, Finland)
シンポジウム：精神科長期在院患者の患者ケアへのチャ 
 レンジと資源開発

第10回
看護理論とその精神科実践への
適応

2000.6.3～
6.4

福島県立医科大学
看護学部

（企画委員長：中山洋子）

講演１：「セルフケアモデルと日本の精神科看護実践への 
 適用」
 Patricia Underwood PhD. RN(兵庫県立看護 
 大学)
ケースプレゼンテーション
事例提供：池田由利子・遠藤都子（竹田総合病院）
　　　　　大川貴子（福島県立医科大学）
コメンテーター：Patricia Underwood（兵庫県立看護
　　　　　　　  大学）
講演２：「人間間係の理論と精神科看護実践」  
 Philip J Barker PhD, RN（University  
 of Newcastle）

第11回
「リエゾン精神看護」
-その学的基盤と実践-

2001.6.2～
6.3

東京女子医科大学
（大会長：田中美恵子）

講演：「リエゾン精神看護」　-その学的基盤と実践-
 Pamela A, Minarik RN.MS,FAAN（エール大学）
 川名典子（聖路加国際病院）
シンポジウム：日本におけるリエゾン精神看護の可能性
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第12回
精神病院文化と看護者のかかわ
り

2002.6.1～
6.2

日本赤十字広島看護大学
（大会長：柴田恭亮）

講演：「ヘルスケア環境の変化と精神看護の実践」
 W.Pearl ,Washington RN MBA MSN.
シンポジウム：精神科看護の常識と非常識

第13回 精神科看護の経験
2003.5.31～

6.1

都市センターホテル
（日本赤十字看護大学）
（大会長：武井麻子）

講演１：「仕事、それとも愛情？」　
 -社会学者からみたケアの現在-
 春日キスヨ（安田女子大学）
講演２：「感性を磨く技法」
 宮本真巳（東京医科歯科大学）
シンポジウム：「越境する看護」-精神科ナースの経験-

第14回
精神看護の近未来　
～二極化現象を越えて～

2004.6.12～
6.13

朱鷺メッセ
（新潟青陵大学）

（大会長：藤野ヤヨイ）

講演：「精神看護の近未来」～二極化現象を越えて～
 阿保順子（北海道医療大学）
シンポジウム：教育と臨床のコラボレーション

第15回
変容する精神保健問題への看護
職のチャレンジ ～医療・司法・
看護の重なりのなかで～

2005.6.4～
6.5

北海道立道民活動
センター（かでる2･7）
（大会長：阿保順子）

講演：「ボーダレス社会での看護の行方」
 粕田孝行（高知女子大学）
シンポジウム：うつの時代-社会の読み解きと看護実践 
  の手がかり-

第16回
変貌する精神保健看護のゆくえ
 ～病院と地域ケアの重なりとす
き間～

2006.6.17～
6.18

栃木県　自治医科大学
看護学会および地域医療

情報センター
（大会長：永井優子）

講演：「”あたりまえ”を当たり前に？　精神保健看護専門 
 職の役割を問う？」
 中山洋子（福島県立医科大学看護学部　学部長）
シンポジウム：人と病院、地域、法とのつながりとはざ 
 ま～ケアの可能性を探る～

第17回 いま、改めて精神看護を考える
2007.6.9～
6.10

神奈川県
北里大学L3号館

（大会長：出口禎子）

講演：「日本精神保健看護学会の方向性を問う  
 ～本学会の16年間の歩みを振り返って～」
 池田明子（北里大学名誉教授）
シンポジウム：私の精神看護を支えるもの・阻むもの

第18回
精神看護における倫理
臨床倫理と権利擁護

2008.6.21～
6.22

東京女子医科大学
（大会長：田中美恵子）

大会長講演：「精神看護と臨床倫理」
 田中美恵子（東京女子医科大学）
基調講演：「精神看護における倫理と権利擁護」
 ダグラス Ｐ. オルセン（エール大学）
シンポジウム：精神看護の臨床倫理と権利擁護

第19回
精神看護実践における看護師の
役割拡大

2009.6.20～
6.21

慶應義塾大学
看護医療学部

（大会長：野末聖香）

大会長講演：「精神看護実践における看護師の役割拡大 
 －担うべき役割と方向性－」
 野末聖香（慶應義塾大学）
基調講演：「Expanding the role of psychiatric &  
 mental health nurses-processes,  
 achievement & challenges」
 Susan M. Adams, PhD, RN, PNHNP,  
 FAANP (Vanderbilt University School  
 of Nursing)
シンポジウム：精神看護分野における看護師のチャレンジ
 －役割拡大を目指して－

第20回
精神看護のアウトカム
－測れるもの・測れないもの－

2010.6.19～
6.20

東京都　聖路加看護大学
（大会長：萱間真美）

大会長講演「精神看護のアウトカム」
 萱間真美（聖路加看護大学看護学部教授）
基調講演：「 Evaluation of Outcomes in 
 Psychiatric Nursing Practice 」Dr. 
 Richard Yakimo（University of
  Missouri-St. Louis College of Nursing）
シンポジウム：精神看護のアウトカム
 －測れるもの・測れないもの－

第21回 精神看護の先進的実践を求めて
2011.6.18～
6.19

愛知県産業労働センター
（名古屋駅前：
ウインクあいち）

（学術集会長：岩瀬信夫）

大会長講演：「精神看護の先進的実践を求めて：
 精神看護の業務拡大と課題」
 岩瀬信夫 （愛知県立大学看護学部教授）
基調講演：「Role Development & Education of 
 the Psychiatric Advanced Practice 
 Registered Nurse」
 Dr.Bethany Phoenix
 (カリフォルニア大学サンフランシスコ校看
 護学研究科 准教授)
シンポジウム：精神看護の先進的実践を求めて：
 精神看護の専門性と看護業務の拡大の
 あり方に焦点をあてて
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第22回
根拠に基づく精神看護の実践 
～患者・家族の体験及び研究を
統合した先駆的看護実践～

2012.6.23～
6.24

市民会館崇城大学ホール
（熊本市民会館）
熊本市国際交流会館

（ワークショップと演題発
表）

（大会長：宇佐美しおり）

大会長講演：「根拠に基づく精神看護の実践－患者・家族
 の体験、先駆的看護実践と研究の統合－」
 宇佐美しおり（熊本大学大学院生命科学研
 究部 精神看護学 教授・精神看護CNS）
基調講演：『Evidence-Based Psychiatric Nursing 
 for Community-Based Patients：
 Behavioral Management of Auditory 
 Hallucinations』（精神障害者の地域生活
 を促進するための根拠に基づく看護－幻聴
 の行動マネージメントプログラム－）
 Dr.Robin Buccheri（RN, MHNP, 
 DNSc, FAAN, Professor, University 
 of San Francisco, School of Nursing）
 Dr.Louise Traygstad（RN, CNS, 
 DNSc, Professor Emerita in the 
 School of Nursing, USF）
シンポジウム：精神看護における患者・家族の体験、先駆
 的看護実践と研究の統合

第23回 精神看護の原点－叡智の伝承－
2013.6.15
～6.16

京都テルサ
（大会長：北島謙吾）

大会長講演：「臨地・教育から学んだ精神看護の原点と叡智」
 北島謙吾（京都府立医科大学医学部看護学科）
基調講演：精神看護の原点―変わっていくもの、変わっ
 てはならないもの―
 坂田三允（多摩あおば病院）
シンポジウム：精神看護の原点―臨床・研究・地域の叡智
 を伝承するー

第24回
嗜癖を知って看護に活かす
－精神保健看護とアディクション
問題－

2014.6.21
～6.22

横浜市立大学
金沢八景キャンパス
（大会長：松下年子）

大会長講演：「嗜癖を知って看護に活かす－精神保健看護
 とアディクション問題－」
 松下年子 （横浜市立大学大学院医学研究科
 看護学専攻）
基調講演：アディクション問題を含めた精神保健医療に
 おける高度実践看護の実際と展望
 Diane Snow （The University of 
 Texas at Arlington College of  
 Nursing, Professor, NP）
シンポジウム：精神保健看護における先駆的実践と将来 
 展望

第25回
新たな精神保健看護の開発を求
めて

2015.6.27
～6.28

つくば国際会議場
（大会長：森千鶴）

大会長講演：「精神看護の新たな援助の開発を求めて―
 その人らしく生きることを支援するために―」
 森千鶴（筑波大学大学院）
法人化記念対談：これからの精神保健看護を支える学会
 への期待
  池田明子（北里大学名誉教授、社会福
 祉法人らっく理事）
 武井麻子（日本赤十字看護大学名誉教授）
シンポジウム：質の高い看護実践を目指した新たな取り 
 組み

第26回
こころと身体と社会を紡ぐ精神
保健看護

2016.7.2
～7.3

びわ湖ホール・
ピアザ淡海

（大会長代行：田上美千佳）

理事会企画：「論文投稿時の研究者ルール」
 岡田佳詠（筑波大学大学院）
基調講演：「災害からの復興と心のケア－新たなパラダイ
 ムの予知」
 南裕子（高知県立大学）
シンポジウム：こころと身体と社会を紡ぐ看護の今とこ 
 れから

第27回
“語り”の後の精神保健看護を語
り合う
～試される未来へ向けて～

2017.6.24
～6.25

札幌市教育文化会館
（大会長：吉野淳一）

大会長講演：「語りの後の精神保健看護を語り合う 
 ～私のナラティブ・ターン～」
 吉野淳一（札幌医科大学）
教育講演：「精神科看護は当事者の言葉からはじまる 
 －ストレングスモデル・質的研究における当事 
 者の言葉のチカラ」
 萱間真美（聖路加国際大学）
対話シンポジウム：語り合う当事者・看護者
 ～試される未来へ向けて～
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第28回
共生社会をひらく
精神保健看護の力
－語る力　受ける力　つくる力－

2018.6.23
～6.24

国立看護大学校
（学術集会会長：森真喜子）

学術集会会長講演：「共生社会をひらく　精神保健看護 
 の可能性」
 森真喜子（国立看護大学校）
教育講演：「浜松市でのNPO法人E-JAN、20年の取り 
 組み―問と解の螺旋から共生社会を考える」
 大場義貴（聖隷クリストファー大学）
特別講演：「精神医療従事者と利用者らの関係性の再考
 ―アウトリーチサービス、共同意思決定の実
 践などからの考察」
 伊藤順一郎 （メンタルヘス診療所しっぽ 
 ふぁーれ）
市民公開講座：親が精神障がいを抱えている子供たちを 
 絵本を通して応援する

第29回

当事者・家族・支援者を結ぶ 精
神保健看護の理論と実践
～私たちは声をきけているか？
～

2019.6.8
～6.9

ウインクあいち
（学術集会会長：
香月富士日）

学術集会会長講演：「家族ケアの実践とエビデンス」
 香月富士日（名古屋市立大学）
教育講演：「精神疾患をもつ人を支える包括的ケア」
 大島巌（日本社会事業大学 教授　地域精神 
 保健福祉機構COMHBO代表理事）
シンポジウム：リカバリーを目指す支援  
 ～家族ケアの重要性～
市民公開講座：マインドフルネスと臨床瞑想法

第30回
地域移行支援の哲学
～政策と実践への具現化
（embodiment）～

2020.6.13
～6.14

オンライン開催
（学術集会会長：白石裕子）

会長講演：地域移行支援の哲学―政策と実践への具現化 
 （embodiment）―
 白石裕子（国際医療福祉大学福岡看護学部）
教育講演：「伴走型支援と問題解決型支援―看護はハイ 
 ブリッドモデルで」
 萱間真美（聖路加国際大学）
 「自尊心回復グループセラピーにみるリカバ 
 リー」
 國方弘子（香川県立保健医療大学）
 「『ベネフィット・ファインディング』―概念 
 をどのように看護に生かせるか」
 千葉理恵（神戸大学大学院）
 「精神看護における認知行動療法を再考する：
 看護師でもできること、看護師だからできること」
 吉永尚紀（宮崎大学）

第31回 精神保健の時代をひらく共創造

会期：
2021.6.5
～6.6

WEB開催期
間：

2021.5.25.～
6.25

オンラインによる
ライブ配信

（配信会場：山形テルサ）
（学術集会会長：安保寛明）
（学術集会副会長：

阿彦忠之）

学術集会会長講演：「精神保健の時代をひらく共創造」
演者：安保寛明（山形県立保健医療大学
座長：萱間真美（聖路加国際大学）

第32回
精神保健における精神看護の責
務～Withコロナの中でのチャレ
ンジ～

2022.6.4
～6.5

 武蔵野大学有明キャンパス
（ライブ配信会場）

（学術集会会長：荻野雅）

会長講演：「精神保健における精神看護の責務
 ―With コロナの中でのチャレンジ」
演者：荻野雅（武蔵野大学）
座長：安保寛明（山形県立保健医療大学）

第33回
精神保健看護がめざす多様性と
包摂性の実現に向けて

2023.5.13
～5.14

神戸国際会議場
（学術集会会長：船越明子）

会長講演：「精神保健看護が目指す多様性と包摂性 ～生 
 きづらさを抱える人たちに何ができるか～」
演者：船越明子
座長：萱間真美

第34回 共に考え、創り、積み上げる
2024.6.1
～6.2

国際医療福祉大学
成田キャンパス

（学術集会会長：岡田佳詠）

会長講演：「共に考え、創り、積み上げる」
演者：岡田佳詠
（国際医療福祉大学 成田看護学部 看護学科 精神看護学）
座長：寺岡征太郎
（帝京大学 医療技術学部看護学科 精神看護学）

第35回
こころのケアのユニバーサル化
と安心の考究

2025.5.31
～6.1

金沢歌劇座
（学術集会会長：田中浩ニ）

会長講演：「こころのケアのユニバーサル化と安心の考究」
演者：田中浩二（金沢大学医薬保健研究域保健学系）
座長：長谷川雅美 （ 富山福祉短期大学）
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一般社団法人日本精神保健看護学会
第7期役員

（任期：2025年5月30日～2027年定時代議員会終了）

理事長 武 用  百 子 大阪大学

副理事長 田上 美千佳 千葉大学

理　事 木 戸  芳 史

柴 田  真 紀

瀬戸屋　希

田 中  浩 二

千 葉  理 恵

船 越  明 子

森　真喜子

守 村  洋

則 村  良

横 山  惠 子

吉 永  尚 紀

浜松医科大学

北里大学

聖路加国際大学

金沢大学

京都大学

神戸市看護大学

国立看護大学校

札幌市立大学

医療法人財団青溪会 駒木野病院

横浜創英大学

宮崎大学

指名理事
松村 麻衣子

的 場  圭

大阪信愛学院大学

近畿大学

監　事
中 山  洋 子

濱 田  由 紀

文京学院大学

東京女子医科大学

（所属 2026 年 7月現在、五十音順）
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一般社団法人日本精神保健看護学会
第5期代議員

（任期：2025年5月30日～2027年定時代議員会終了）

（所属 2026 年 7月現在、選出地区別　五十音順）

北海道・東北地区

明 間  正 人 医療法人昨雲会 飯塚病院
笹 木  弘 美 北海道科学大学
髙 谷 　 新 山形県立保健医療大学
守 村 　 洋 札幌市立大学
米 山  奈 奈 子 秋田大学

関東（除東京）
地区

金 子  眞 理 子 東京慈恵会医科大学
河 野  伸 子 国家公務員共済組合連合会 横須賀共済病院
吉 川  隆 博 東海大学
柴 田  真 紀 北里大学
白 井  教 子 北里大学病院
瀬 戸 屋 　 希 聖路加国際大学
田 辺  有 理 子 横浜市立大学
田 上  美 千 佳 千葉大学
水 野  恵 理 子 順天堂大学
横 山  惠 子 横浜創英大学

東京地区

江 波 戸  和 子 帝京平成大学
河 野  佐 代 子 慶應義塾大学
北 野 　 進 東京都立病院機構 東京都立松沢病院
則 村 　 良 医療法人財団青溪会 駒木野病院
濱 田  由 紀 東京女子医科大学
松岡（治徳）裕美 東京医科歯科大学医学部付属病院
森 　 真 喜 子 国立看護大学校
山 内  典 子 東京女子医科大学病院
渡 辺  純 一 公益財団法人 井之頭病院

甲信越・北陸・
東海地区

石 川  か お り 岐阜県立看護大学
木 戸  芳 史 浜松医科大学
木 野  徳 磨 社会医療法人聖泉会 聖十字病院
桐 山  啓 一 郎 名古屋市立大学
田 中  浩 二 金沢大学
中 戸 川  早 苗 北里大学
長 山 　 豊 金沢医科大学
中 山  洋 子 文京学院大学
服 部  希 恵 日本赤十字社 愛知医療センター名古屋第一病院

近畿地区

千 葉  理 恵 京都大学
西 池  絵 衣 子 兵庫県立大学
船 越  明 子 神戸市看護大学
武 用  百 子 大阪大学
牧 野  耕 次 滋賀県立大学
三 井  督 子 京都大学
山 岡  由 実 大阪医科薬科大学
矢 山 　 壮 関西医科大学

中国・四国・九州・
沖縄・その他地区

青 本  さ と み 九州大学
池 田 　 智 第一薬科大学
中 本 　 亮 令和健康科学大学
藤 野  成 美 佐賀大学
本 武  敏 弘 熊本保健科学大学
山 下  亜 矢 子 鹿児島大学
山 本  智 之 くおーれ訪問看護ステーション
吉 永  尚 紀 宮崎大学
渡 邉  久 美 香川大学
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日本精神保健看護学会　第36回学術集会・総会
企画委員・実行委員・事務局
学術集会長　守村　洋（札幌市立大学）

執行部会

笹木　弘美 北海道科学大学（事務局長）
澤田いずみ 札幌医科大学（企画委員長）

伊藤　治幸 天使大学（実行委員長）
吉野賀寿美 北海道大学（プログラム委員長）

企画委員

相澤　加奈 手稲渓仁会病院
石川　千恵 mental nursing office まちえーる 
清永　久子 日本医療大学
武田美恵子 日本赤十字社 北見赤十字病院
中安　隆志 北海道医療大学
長谷川博亮 旭川医科大学
増滿　　誠 日本赤十字北海道看護大学
村本　好孝 株式会社 ここから
山田　直行 旭川市立大学

東谷　敬介 札幌市立大学
欠ノ下郁子 札幌保健医療大学
鈴木　大輔 医療法人社団 五稜会病院 
寺岡征太郎 帝京大学
那須　典政 医療法人五風会 さっぽろ香雪病院
原田　由香 札幌医科大学
宮地　普子 北海道医療大学
八木こずえ 北海道医療大学
結城　佳子 名寄市立大学

事務局

東谷敬介（兼） 札幌市立大学
梅林　秀行 北海道科学大学

渋谷　友紀 札幌市立大学
中西　萌子 北海道科学大学 

実行委員

新井　　守 帝京大学院生
石田　亮二 医療法人社団 林下病院
大河内敦子 帝京大学
神澤　尚利 東京都立大学
小塀　　昂 北海道大学病院　
重岡　　妙 天使大学
清水　陽平 医療法人社団 五稜会病院
高橋　正樹 札幌保健医療大学
西　　将希 帝京大学
春名奈央子 医療法人社団 五稜会病院
藤井　大士 特定医療法人朋友会 石金病院
松谷　　大 特定医療法人朋友会 石金病院
山下千絵子 北海道科学大学　

異儀田はづき 帝京大学
上野　紗英 帝京大学院生
奥原　真仁 旭川医科大学 
草野　知美 天使大学
佐藤　史教 岩手県立大学
宍戸　哲平 帝京大学院生 
髙桑　真佑 札幌医科大学
千嶋　海里 医療法人五風会 さっぽろ香雪病院
橋本　直弥 北海道科学大学
人見　敬子 札幌医科大学附属病院
本武　敏弘 熊本保健科学大学
矢野裕佳子 宮崎大学
山本　幸子 JA北海道厚生連 帯広厚生病院

顧問

阿保　順子 日本精神保健看護学会名誉会員
吉野　淳一 北海道家庭総合カウンセリングセンター

山本　勝則 札幌保健医療大学



―271―

学生ボランティア

淺野とも華 札幌市立大学 大学生
池田　七望 札幌市立大学 大学生
石森　　夢 北海道科学大学 大学生
今井　楓音 北海道科学大学 大学生
國分　優汰 北海道科学大学 大学生
坂井　月渚 北海道科学大学 大学生
鈴木優里菜 北海道科学大学 大学生
田口　俊介 北海道科学大学 大学生
津谷　佳輔 札幌市立大学 大学生
長井　　基 北海道科学大学 専攻科生
橋本　花鈴 札幌市立大学 専攻科生
坂東　希咲 北海道科学大学 大学生
二川　彩乃 北海道科学大学 大学生
森下　瑚都 北海道科学大学 大学生
渡部　一哉 北海道科学大学 大学生
渡邊　琴音 北海道科学大学 大学生

阿部　雛子 北海道科学大学 大学生 
石川　七夢 北海道科学大学 大学生
井下　朝翔 北海道科学大学 大学生 
今川ねるは 北海道科学大学 大学生
近藤　　翼 北海道科学大学 大学生 
笹森　愛美 北海道科学大学 大学生 
高橋　優心 北海道科学大学 大学生
塚原　凜果 札幌市立大学 大学生
徳永　実歩 北海道科学大学 大学生
難波　陽香 北海道科学大学 大学生
林　　和琴 北海道科学大学 大学生
干川　美里 北海道科学大学 大学生
宮澤　　怜 北海道科学大学 大学生
八嶋　菜月 札幌市立大学 専攻科生
渡部　夢雪 北海道科学大学 大学生

運営協力員

池田　靖司 医療法人重仁会 大谷地病院
伊藤　友美 医療法人社団玄洋会 道央佐藤病院
小川　園美 医療法人社団 五稜会病院
栗原　憲一 医療法人社団正心会 岡本病院
荘司　悠希 医療法人社団 五稜会病院
砂盛　　徹 医療法人社団玄洋会 道央佐藤病院 
谷藤　伸恵 医療法人耕仁会訪問看護ステーション
 やまのて
土門　公子 特定医療法人社団慶愛会 札幌花園病院
中渡　圭太 名寄市立総合病院
西村　友一 医療法人社団玄洋会 道央佐藤病院 
早瀬加奈美 札幌医科大学院生
藤島裕希子 医療法人社団玄洋会  道央佐藤病院
堀井　　翔 医療法人重仁会 大谷地病院 
柳原　　誠 医療法人社団玄洋会 道央佐藤病院
山北　　豊 医療法人社団 五稜会病院

石山　　唯 医療法人社団正心会 岡本病院
伊藤　紗織 医療法人社団 五稜会病院
北村奈津美 医療法人社団大蔵会 札幌佐藤病院
佐々木由希 医療法人社団玄洋会 道央佐藤病院
白川　幸子 医療法人社団圭泉会 旭川圭泉会病院
関口ゆり恵 特定医療法人社団慶愛会 札幌花園病院
富居　　貢 医療法人社団玄洋会 道央佐藤病院
洞田　龍彦 特定医療法人朋友会　石金病院 
中村　圭佐 医療法人社団 林下病院 
波川　明嗣 医療法人資生会 千歳病院 
長谷山　遼 医療法人重仁会 大谷地病院
樋口　和央 旭川赤十字病院
星野美栄子 医療法人社団 五稜会病院 
森下　航平 医療法人社団玄洋会 道央佐藤病院
藪内　裕介 医療法人社団 五稜会病院
山本　麻理 札幌医科大学院生

ボランティア

青木　美香 北海道科学大学
上田　　泉 札幌市立大学
加藤　依子 札幌市立大学 
川村三希子 札幌市立大学
近藤　圭子 札幌市立大学 
菅原　美樹 札幌市立大学 
原井　美佳 札幌市立大学 
牧野　夏子 札幌市立大学
三戸部純子 札幌市立大学

石引かずみ 札幌市立大学
岡　　園代 札幌市立大学
亀谷　拓也 子ども発達支援センター
川村友佳子 札幌市立大学
澤口　宙人 札幌市立大学
高橋　奈美 札幌市立大学
二間瀨明子 北海道科学大学
松浦　有沙 札幌市立大学
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日本精神保健看護学会　第36回学術集会・総会
後　援

札幌市

社会福祉法人　札幌市社会福祉協議会

NPO法人　札幌市精神障害者家族連合会

一般社団法人　日本精神科看護協会

一般社団法人　日本精神科看護協会北海道支部

公益社団法人　日本精神科病院協会

北海道

公益社団法人　北海道看護協会

公益社団法人　北海道作業療法士会

社会福祉法人　北海道社会福祉協議会

北海道精神科病院協会

一般社団法人　北海道精神障害者家族連合会

一般社団法人　北海道精神神経科診療所協会

北海道精神保健協会

一般社団法人　北海道精神保健福祉士協会

一般社団法人 北海道ピアサポート協会

一般社団法人　北海道臨床心理士会

（五十音順）
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日本精神保健看護学会　第36回学術集会・総会
協賛企業・団体一覧

■ランチョンセミナー協賛
ヴィアトリス製薬合同会社
医療法人勉仁会 中垣病院
NPO精神医療サポートセンター・
訪問看護ステーションいしずえ
精神医療サポートセンターホールディングス
株式会社
株式会社ここから
三昌商事株式会社
塩野義製薬株式会社

■賛助金
医療法人社団 五稜会病院
医療法人社団圭泉会 旭川圭泉会病院
医療法人社団五風会 さっぽろ香雪病院
医療法人社団 心優会 中江病院
医療法人勉仁会 中垣病院
マイボイスコム株式会社
特定医療法人さっぽろ悠心の郷 ときわ病院
特定医療法人社団慶愛会 札幌花園病院 
訪問看護ぱるもい'sステーション
株式会社Link with 訪問看護ステーション Wing
医療法人社団大蔵会 札幌佐藤病院
医療法人社団 正心会 岡本病院
医療法人 啓生会病院
特定非営利活動法人 きなはれ
特定医療法人朋友会 石金病院
医療法人社団玄洋会 道央佐藤病院
医療法人重仁会 大谷地病院
ニコロ訪問看護ステーション
株式会社ウェルアス
社会医療法人友愛会 恵愛病院
株式会社町コム 訪問看護・リハビリテーション
センターななかまど中央

■バナー広告掲載
ケアプロ株式会社
マイボイスコム株式会社

■広告掲載
中央法規出版株式会社
医療法人社団 五風会 さっぽろ香雪病院
株式会社医学書院
株式会社医学映像教育センター
北海道科学大学
株式会社メヂカルフレンド社
住友ファーマ株式会社
日本ストライカー株式会社
ニプロ株式会社
パラマウントベッド株式会社

■企業展示
エーザイ株式会社
エコナビスタ株式会社
三昌商事株式会社

■市民公開イベント協力
いちょうの会 
エンターテインメントアカデミー でじるみ札幌中央
ぐろーあっぷベース恵み野 
社会福祉法人 浦河べてるの家 
就労移行支援マイ・スタイル元町 
就労継続支援事業所双葉 
就労継続支援B型事業所 おりなす 
ソエル 
特定非営利活動法人きなはれ 
トラヴァイユ・それいゆ 

■提供
株式会社明治

（順不同 2026年7月現在）

　日本精神保健看護学会第36回学術集会・総会の運営にあたり、上記の企業・団体の皆様より協賛いただき
ました。

日本精神保健看護学会第36回学術集会・総会
会長　守村　洋



日本精神保健看護学会　第36回学術集会・総会
プログラム・抄録集

発　　　行 2026年7月
編　　　集 日本精神保健看護学会第36回学術集会企画委員会
発行責任者 日本精神保健看護学会第36回学術集会
 学術集会会長　守村　洋
 札幌市立大学
 〒060-0011　札幌市中央区北11条西13丁目


